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(
松
江
城
)
跡
。
そ
の
勇
壮
な
石
垣

ε静

八
代
の
市
街
地
中
心
に
行
む
八
代
城

寂
な
堀
の
水
面
は
、
ま
さ
し
く
江
戸
時

代
の
原
風
景
そ
の
も
の
。
八
高
の
校
歌

「
道
」
に
も
「
古
城
の
壕
深
く
沈
み
」、

仕
羅
較
に
も
「
松
江
の
城
の
森
の
辺
に
」

と
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の

城
跡
は
私
た
ち
に
郷
土
の
歴
史
の
深
さ

を
伝
え
て
く
れ
る
身
近
な
存
在
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
八
代
に

お
域
か
あ
る
の
で
し
ょ
う
?
な
ぜ
現
在

の
場
所
に
城
跡
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
つ

歴
史
上
、
八
代
に
は
三
つ
の
「
八
代

城
」
が
存
在
し
ま
し
た
。
最
初
の
八
代

城
は
、
南
北
朝
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に

か
け
て
名
和
氏
・
相
良
氏
に
よ
っ
て
築

城
・
整
備
さ
れ
た
古
麓
城
(
古
麓
町
)
で

す
。
一
般
的
に
お
械
と
い
え
ば
、
石
垣

や
天
守
閣
な
ど
を
想
像
さ
れ
る
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
そ
れ
が
一
般

的
に
な
る
の
は
織
田
信
長
の
安
土
城
以

降
の
こ
と
。
そ
れ
以
前
の
お
城
は
石
垣
一

も
天
守
閣
も
な
い
、
「
山
の
上
の
砦
」

の
よ
う
な
も
の
で
、
古
麓
城
も
典
型
的

F

た
の
は
ま
さ
し
く
秀
吉
の
人
事
配
置

で
あ
り
、
実
際
に
麦
島
城
時
代
の
八

代
は
、
国
際
港
湾
・
徳
測
を
中
心
に

経
済
的
な
発
展
を
遂
げ
、
イ
工
ズ
ス

会
の
記
録
に
「
商
業
と
安
易
で
栄
え

た
大
き
な
町
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

一六 

年 
(慶
長
五 
)
関
ケ
原

合
戦
を
境
に
、
八
代
の
統
治
者
は
小

な
ぜ
一
代
に
お
城
が
あ
る
の
カ

西
行
長
か
ら
加
藤
清
正
へ
と
替
わ
り
、

清
正
没
後
の
一
六
一
二
年 

(慶
長
一

七
)
に
は
加
藤
家
の
筆
頭
家
老
・
加

藤
正
方
が
八
代
を
治
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

げ
で
し
て

二
八
一
五
年 

(元
和
一
冗
、)

徳
川
幕
府
は
名
地
の
大
名
に
「
お
城

は
一
つ
だ
け
し
か
ダ
メ
」
と
い
う
一

国
一
城
令
を
出
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
熊
本
城
以
外
の
肥
後
の
お
城
(
内

牧
城
と
か
佐
敷
城
と
か
)
は
廃
城
と

な
る
の
で
す
が
、
八
府
城
(
麦
島
城
)

だ
け
は
存
続
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

O
O

昭
和
四
十
年
、
永
碇
町
の
現
校
舎
に
移
る
前
ま
で
は
、
八
代
宮
の
東
側
、
現

在
八
代
東
需
か
建
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
蛮
一
円
か
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
生
徒
た
ち
は
、
八
代
宮
の
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
見
な
が
ら
八

代
宮
を
重
京
と
し
て
時
聞
を
過
ご
し
、
勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
と
打
ち
込
ん
で
い

ま
し
た
。
表
紙
上
部
の
写
真
で
、
下
に
白
く
見
え
る
の
が
旧
木
造
校
舎
の
屋
根

で
す
。
当
時
の
盤
富
車
工
よ
り
西
方
を
露
呈
し
た
写
真
で
す
。
(
昭
和
初
年
岨
震
)

こ
こ
で
過
ご
さ
れ
た
先
輩
た
ち
は
、
八
代
富
の
石
垣
に
、
お
堀
に
、
泳
ぐ
亀

に
、
鯉
に
、
桜
に
各
々
の
想
い
を
持
た
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

幕
府
が
八
代
を
海
上
安
通
、

お
よ
び
南
の
薩
摩
対
策
と
し

て
重
要
な
拠
点
と
し
て
認
識

し
て
い
た
か
ら
で
す
。
大
名

の
居
城
以
外
で
こ
う
し
た
地

理
的
重
要
性
に
よ
り
存
結
叫
が

認
め
ら
れ
た
お
城
は
、
八
王
国

的
に
み
て
も
八
代
以
外
に
ほ

と
ん
ど
例
か
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
四
年
後
の

二
八
一
九
年 

(元
和
五
、)

八
代
地
域
を
襲
っ
た
大
地
震

に
よ
り
麦
島
城
は
倒
壊
し
ま
す
。
も

と
も
と
特
例
に
よ
り
存
在
し
て
い
た

お
城
な
の
で
、
こ
れ
を
機
に
廃
止
さ

れ
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
す
が
、

そ
れ
で
も
幕
府
は
「
八
代
に
は
城
が

不
可
欠
」
と
し
て
八
代
城
存
続
を
認

め
、
さ
ら
に
大
規
模
な
城
郭
・
城
下

町
建
設
の
た
め
に
、
お
城
を
松
江
村

に
移
転
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
が
三
つ
邑

の
八
代
城
、
す
な
わ
ち
私
た
ち
が
普

同
冒
に
し
て
い
る
松
江
城 
(松
江
城
町
)

で
す
。

な
中
世
山
城
で
す
。
で
す
の
で
、
現
在

の
私
た
ち
は
な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
し
に

く
い
の
で
す
が
、
松
井
家
の
菩
提
寺

・

春
光
寺
の
裏
山
全
体
が
初
代
の
八
代
城

で
、
古
麓
町

一
帯
が
城
下
町
だ
っ
た
の

で
す
。そ

の
古
麓
城
に
一
五
八
七
年
(
天
正

一
五 
)
豊
臣
秀
吉
が
大
軍
と
と
も
に
や

っ
て
き
ま
す
。
九
州
統
一
の
途
中
、
こ

こ
で
四
日
間
を
週
こ
す
の
で
す
が
、
秀

吉
は
古
麓
か
ら
八
代
を
眺
め
、
九
州
西

海
岸
の
中
心
部
に
位
置
す
る
こ
の
地
域

の
海
の
利
便
性
に
着
目
し
、
八
代
を
港

湾
都
市
と
す
る
構
相
乍
乞
抱
き
ま
す
。
そ

し
て
、
秀
吉
か
ら
八
代
の
統
治
を
任
さ

れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
小
西
行
長
は
、

古
麓
城
を
廃
し
て
、
球
磨
川
河
口
の
海

岸
沿
い
、
重
要
港
湾

・
徳
淵
近
く
に
お

城
を
移
転
し
ま
す
。
こ
れ
が
二
つ
目
の

八
代
城
で
あ
る
麦
島
城 
(古
城
町
)
で
す
。

小
西
行
長
は
、
秀
吉
の
も
と
で
海
上

輸
送
や
対
外
賓
易
の
分
野
で
能
力
を
発

揮
し
た
家
臣
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宣
教

師
か
ら
「
海
の
司
令
官
」
と
称
さ
れ
た

人
物
で
す
。
行
長
に
八
代
を
統
治
さ
せ

松江城の立地

八
代
市
立
博
物
館
学
芸
員
鳥
津
亮
二

麦
島
将
と
同
じ
く
、
松
江
城
も
「
日

本
の
要
」
と
し
て
江
戸
幕
府
が
特
別

に
建
設
・
存
続
を
認
め
た
重
要
な
お

城
。
こ
の
城
の
立
地
は
、
徳
川
幕
府

が
八
代
に
期
待
し
た
海
上
安
通
の
要

衝
、
異
国
船
防
備
の
役
割
を
そ
の
ま

ま
反
映
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

加
藤
氏
か
ら
細
川
氏
・
松
井
氏
と
城

主
を
替
え
な
が
ら
松
江
域
は
「
日
本

の
要
」
と
し
て
明
治
維
新
ま
で
存
続

し
た
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
三
つ
の
「
八
代
城
」

の
存
在
は
、
〈
王
国
的
に
み
て
も
極
め

て
特
殊
な
こ
と
で
あ
り
、
八
代
独
自

の
地
理
的
環
境
と
歴
史
の
象
徴
な
の

で
す
。
今
一
度
、
た
く
さ
ん
の
方
に

お
城
・
城
下
町
の
歴
史
を
通
じ
て
「
八

代
ら
し
さ
」
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ

と
は
、
今
後
の
八
代
の
街
づ
く
り
の

一
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
、
私
は
考

え
て
い
ま
す
。

.一
‘ 

£
rw

松
江
城
は
加
藤
正
方
に
よ
っ
て
設

計
・
整
備
さ
れ
、
二
八
二
二
年 

(元

和
八
)
に
竣
工
し
ま
す
が
、
こ
の
お

麦島城L

城
も
も
と
も
と
は
海
岸
沿
い
に
造
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
後
期
か

ら
近
代
に
か
け
て
の
干
拓
に
よ
っ
で

ー、、、代

平
野
が
西
に
広
が
っ
た
た
め
、
現
在

似時

で
は
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
で
す
が
、

-戸

麦
島
城
・
松
江
城
い
ず
れ
も
「
海
辺

』迂

の
坊
と
城
下
町
」
な
の
で
す
。

品 城麓古品と

八代城(松江城)跡 
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母
校
の
教
育
振
興
の
た
め
に

会長

岡山元紀

平
成
八
年
、
八
代
高
校
が
創
立
百

周
年
を
迎
え
た
時
、
同
窓
会
で
は
全

国
の
同
窓
生
に
呼
び
か
け
て
、
母
校

の
教
育
振
興
の
た
め
の
募
金
を
行
い
、

集
ま
っ
た
約
六
千
万
円
の
お
金
を
基

に
「
八
代
高
校
教
育
振
興
基
金
」
を

作
り
ま
し
た
。

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
楽
器
の
購
入
を
第

八
代
高
校
同
窓
会
報
「
道
」

御

挨

拶

学校長

衛藤繁

八
代
の
沃
野
は
秋
の
訪
れ
と
と

も
に
、
見
事
な
貫
金
色
の
収
穫
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。
昨
年
四
月
の

赴
任
以
来
、
地
元
八
代
で
の
大
同

窓
会
を
始
め
、
関
西
、
中
国
四
国
、

関
東
、
福
岡
、
熊
本
な
ど
各
地
の

同
窓
会
に
出
席
さ
せ
で
い
た
だ
き

一
回
目
と
し
て
、
講
演
会
の
講
師
へ

の
謝
礼
、
ビ
デ
オ
編
集
機
器
や
冷
暖

房
機
の
購
入
、
ま
た
、
観
葉
植
物
の
謹
一
直
一
、

体
育
館
に
製
氷
機
を
設
置
す
る
な
ど
、

後
輩
諸
君
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
平
成
二
十
一
年
、
八
代
高

校
の
敷
地
の
内
に
県
立
八
代
中
学
校

が
開
校
し
、
中
高
一
貫
の
教
育
校
と

な
っ
て
か
ら
は
、
八
代
中
学
校
へ
の

支
援
活
動
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

八
代
高
校
の
母
体
の
一
つ
、
円四制

は
、
「 

賞
」
の
他
は
、
全
て
県

八
代
高
等
女
学
校
の
卒
業
生
で
、
三

十
九
年
間
、
八
代
高
校
で
教
鞭
を
執

ら
れ
ま
し
た
土
生
フ
ジ
先
生
が
お
て

ま
し
た
。
そ
の
都
度
卒
業
生
の
皆

様
の
母
校
八
高
に
対
す
る
熱
き
思

い
や
深
い
愛
情
、
そ
し
て
一
二
八

P
T
A

年
の
伝
統
と
歴
史
を
痛
感
し
ま
す

と
と
も
に
、
い
か
に
多
く
の
先
輩

諸
氏
が
、
社
会
に
有
為
な
人
材
と

し
て
多
方
面
で
御
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
母
校
の
教
育
活
動
に
御
支
援
・

御
協
力
賜
り
ま
し
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
特
に
こ
の
三
年
聞
は
、

県
立
八
代
中
学
校
の
学
校
作
り
の

た
め
、
中
学
生
専
用
の
テ
ン
ト
、

部
活
動
の
部
旗
、
八
代
中
学
大
横

く
な
り
に
な
り
、
ご
遺
族
か
ら
、
八

代
高
校
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
故
人
の

気
持
ち
を
酌
ん
で
遺
産
の
一
部
を
寄

付
し
た
い
と
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

土
生
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
お
金

は
「
八
代
高
校
教
育
振
興
基
金
」
に

組
み
入
れ
、
先
生
の
お
気
持
ち
に
添

う
よ
う
に
活
用
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
「
同
窓
会
品
旦

の
授
与
を
ノワ
つ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
本
校
で
の
卒
業
生
表
彰

と
こ
ろ
が
多
い
。
本
校
で
も
そ
う
し
て
も
ら
え
れ
ば
生
徒
の
励
み
に

な
り
あ
り
が
た
い
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

よ
く
頑
張
っ
た
、
よ
く
努
力
し
た
生
徒
を
三
名
ほ
ど
、
学
校
で
選

考
し
て
い
た
だ
き
審
員
す
る
予
定
で
す
。

同
窓
会
で
は
、
母
校
の
教
育
振
興
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
を

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

に
多
数
合
格
し
、
「
文
武
両
道
」
を

に
磨
き
を
か
け
さ
せ
た
い
と
思
っ

実
践
し
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。

今
年
度
、
六
学
年
揃
い
本
県
最

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
と

初
の
中
高
一
貫
教
育
枝
が
完
成
し
、

も
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

新
た
な
歴
史
の
第
一
歩
を
踏
み
出

温
か
な
御
理
解
・
御
支
援
を
お
願

し
ま
し
た
。
こ
の
学
舎
で
在
校
生

い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
同
窓

た
ち
が
、
先
輩
諸
氏
の
八
高
精
神

会
の
皆
様
の
今
後
の
御
活
躍
、
御

を
受
け
継
ぎ
次
世
代
に
伝
え
て
い

健
勝
を
衷
心
よ
り
御
祈
念
申
し
上

け
る
よ
う
に
、
倖
葎
酷
官
員
〈
吾
買
で
「
文

げ
ま
す
。 

武
両
道
」
を
更
に
推
進
さ
せ
た
い
。

ま
た
、
将
来
郷
土
八
代
や
熊
本
を

担
う
旗
手
と
し
て
、
日
本
や
世
界

で
羽
ば
た
く
鳳
園
と
し
て
、
社
会

を
生
き
抜
く
た
め
の
知
恵
や
忍
耐
力
、

的
確
な
判
断
力
、
豊
か
な
発
想
力

か
ら
の
雲
ぎ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

衛
藤
校
長
か
ら
も
、
他
校
で
は
卒

業
式
で
「
同
寄
ω
会
賞
」
を
授
与
す
る

断
幕
、
吹
奏
楽
部
の
楽
器
等
々
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
創
立
時
は
費
用

が
嵩
み
ま
す
が
、
多
大
な
御
支
援

に
よ
り
助
か
っ
て
い
ま
す
。
心
よ

L

リ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
中
学
生

名
先
輩
方
の
期
径 
応
え
る
べ
く
日
々

学
習
に
部
活
動
に
頑
張
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
先
日
の
八
代
地
区

の
曜
上
中
体
連
で
は
団
体
総
合
三

位
と
健
闘
し
ま
し
た
。
高
校
生
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
八
高

生
活
を
意
義
あ
る
も
の
に
し
よ
う

と
努
力
し
て
い
ま
す
。
こ
の
三
月

の
卒
業
生
も
、
医
学
部
や
難
関
大

八高0)(立置を示す 
fモ二ュメント「魁 (さきがtナ)JJ 
(平成21年度卒業生寄贈)
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平
成
お
年
度

八
代
中
学 

八
代
高
女 

八
代
高
校
同
窓
会


• 


• 


平成23キ度
J 

代中学・八代高女・八代高校同意令総令 

記
念
講
演
は
、
山
下
繁

人
さ
ん
(
高
お
回
生
)
、
が

「俳
句
の
ふ
る
さ
と
八
代
」

と
題
し
て
、
八
代
が
輩
出

し
た 
2
人
の
偉
大
な
俳
人

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

平
成
お
年
度
の
同
窓
会
が
、 

8
月
刀
日
に
八
代
ホ
ワ
イ

ト
パ
レ
ス
で

j
」
を
一
ア
|
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

好
天
の
中
、
約 
5
5
0名
の
同
窓
生
が
各
地
か
ら
集
ま

拶

り
、
総
会
、
記
念
講
演
、
懇
親
会
が
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

挨の

今
年
度
の
幹
事
は
、
昭
和
白
年
卒
・
八
代
高
校
羽
田
生

長

、
「
ふ
る
さ
と
j
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
も
の

窓

が
務
め
ま
し
た
。

同紀山
総
会
で
は
、
岡
山
元
紀
会
長
、
衛

藤
繁
名
誉
会
長
(
八
代
中
学

・
高
校

長
)
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
出
席
の

関
東
地
区
同
窓
会
の
守
屋
充
男
会

長
、
関
西
岡
窓
会
の
宮
崎
正
郎
会

長
、
岡
山
同
窓
会
の
吉
田
高
範
事
務

局
長
、
福
岡
支
部
の
佐
藤
好
助
会
長
、

熊
本
市十
又
部
の
富
田
徹
也
会
長
が
各

同
窓
会
の
様
子
を
ま
じ
え
な
が
ら
ご

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

.a園


尾
芭
蕉
を
は
じ
め
多
く
の
俳
人
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た

「西
山
宗

因
」。
ま
た
、
鏡
町
出
身
で
、
吉
岡

浜
虚
子
に
師
事
し
俳
誌

「阿
蘇
」

の
選
者
な
ど
を
務
め
、
俳
号

・
水

竹
居
を
称
し
た

「
赤
星
陸
治
」
。 

2
人
の
存
在
は
、
現
在
も
俳
句
の

世
界
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

出
席
者
か
ら
は
、

「八
代
に
も

文
化
の
素
地
が
脈
々
と
流
れ
て
い

平
成
辺
年
度
の
同
窓
会
行
事

・
会

計
決
算
、
お
年
度
の
同
窓
会
役
員

・

行
事

・
予
算
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
、

同
窓
会
報
や
年
会
費
納
入
、
花
馬
奉

納
会
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
八
代
一
高
校
教
育
振
興

基
金
に
よ
る
辺
年
度
の
教
育
助
成

は
、
八
代
中
学
の
工
人
幕 
2
張
や
団
旗

の
購
入
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す。

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
初
め
に
俳
詣

・
連

歌
の
世
界
で
一
世
を
風
鹿
し
、
松

記
念
講
演
に
先
立
ち
、 

4
月
に

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
(
石
巻

市
牡
鹿
半
島
)
で
、
健
康
斐
援
活

動
に
参
加
さ
れ
た
市
の
保
健
師

叫
る
ん
だ
な
と
、
改
め
て
思
い
ま
し

恥
た
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

.E
下

:
。

士九

山以
山
下
さ
ん
は
現
在
、
第
五
中
学

的
校
の
国
語
教
諭
。
ま
た
、
ホ
ト
ト

開

ギ

ス
同
人
で
も
あ
り
、
八
代
に 
8

つ
あ
る
句
会
の
フ
句
会
で
指
南
役

俳
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、
自
宅
横
に

m
は

「
ふ
る
里
俳
句
館
」
を
建
て
、

展
示
や
句
会
の
開
催
な
ど
に
も
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
あ
る
森
田
紀
代
子
さ
ん
(
高
羽

回
生
)
の
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ゆ
白
か
ら
刀
日
ま
で
、
保
健

師
を
中
心
に 
8
名
の
市
職
員
、
が

チ
ー
ム
を
組
み
、
避
難
所
や
自
宅

を
回
り
、
避
難
者
の
心
身
の
健
康

状
態
を
調
査
。
家
族
を
失
い
不
便

叫
な
避
難
所
生
活
の
中
、
多
く
の
人

作
、
が
不
眠
や
疲
労
感
を
訴
え
ら
れ
、

相
精
神
安
定
剤
や
長
期
に
わ
た
っ
て

専
門
家
に
よ
る
心
の
健
康
管
理
、
が

必
要
と
感
じ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

費量高齢参加者の緒方基 さんと
佐渡ノブ子さん 
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懇
親
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
歌

劇

「
力
ル
メ
ン
」
。
力
ル
メ
ン
役
を

間
優
子
さ
ん
(
古
両
立
回
生 
、)

ピ
ア

ノ
伴
奏
を
一
高
橋
佐
知
さ
ん
(一高
羽
回

生
)
が
友
情
出
演
し
、
力
ル
メ
ン
の

恋
人

・
衛
兵
ホ
セ
役
を
八
高
ぬ
回
生

の
末
塵
照
一
郎
さ
ん
が
演
じ
ま
し

た
。間置

き
渡
る 
2
人
の
歌
声
、
き
り
り

と
し
た
身
の
こ
な
し
が
圧
巻
。
場
内

は
、
し
ば
し
、
オ
ペ
ラ
座
と
化
し
ま

し
た
。

出
席
者
か
ら
は
、
「
オ
ペ
ラ
を
観

る
機
会
は
少
な
い
。
な
か
な
か
興
味

深
か
っ
た
」
と
の
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

同
窓
会
会
長

・
名
誉
会
長
の
ご
挨

拶
、
最
高
齢
参
加
者
の
緒
方
基
一
さ

ん

(
中
学
幻
回
生
)
と
佐
渡
ノ
ブ
子

さ
ん
(
一高
女
お
回
生
)
へ
の
花
束
贈

呈
の
後
、
力
ル
メ
ン
が
投
げ
放
っ
た

パ
ラ
の
花
を
胸
に
し
た
福
島
和
敏
八

代
市
長
(
高
日
回
生
)
の
乾
杯
の
発

声
で
宴
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

途
中
、
「
歌
と
映
像
で
た
ど
る
八

代
高
校
今
苔
」
が
上
映
さ
れ
、
懐
か

し
い
場
面
な
ど
に
場
内
、
が
沸
き
ま
し

た。
ま
た
、
八
代
中
学

・一口
同女

・
一口同校

の
校
歌
斉
唱
が
は
つ
ら
つ
と
披
露
さ

れ
、
次
年
度
担
当
学
年
の
羽
田
生
の

皆
さ
ん
へ
法
被
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
最
年
少
出
席
者
で
あ
る

成
尾
善
明
さ
ん
(
高
相
回
生
)
の
元

気
な
音
頭
の
も
と
、
声
高
ら
か
に
万

歳
三
唱
し
、
懇
親
会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

企 29回生から 30回生へ法被のバト ンタッチ 

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
の
お
見

送
り
を
終
え
、
担
当
学
年
の
同
窓
会

を
八
代
ホ
ワ
イ
ト
パ
レ
ス
で
開
催
し

ま
し
た
。
大
同
窓
会
が
無
事
に
終
了

し
、
み
ん
な
一肩
の
荷
、
が
下
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
毎
月
集
ま
っ
て
は
「打

合
せ
」
と
い
う
名
の
宴
会
。
そ
れ
で

も
何
と
か
少
し
ず
つ
形
が
決
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
。
当
日
も
、
た
く
さ
ん

の
同
級
生
が
、
各
地
か
ら
集
ま
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
忙
し
い
中
、
遠
く
か

ら
、
受
付
や
会
場
の
手
伝
い
だ
け
で

も
と
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
仲
間
も
い

て
感
謝
で
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
会
う
仲
間
た
ち
と
近

況
報
告
や
昔
話
に
花
が
咲
き
、
旧
交

を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
再

会
を
約
束
し
、
八
一
高
校
歌
斉
唱
と
万

歳
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

5 
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各
支
部
・
地
区
同
窓
会
か
ら
の
「
お
便
り
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

調
東
地
区
同
窓
会

翠;

事:

カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
」

「
�
 

研

l
C
T

:さ望号
・聖血盟'" 

現
在
、

「街
歩
き
同
好
会
」

「サ
ッ

関
東
地
区
間
窓
会
は
、
関
東
一
都
六
県
と
そ
の
近
県
に
在
住
す
る
卒
業
生

で
組
織
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
は
お
よ
そ
二
千
四
百
名
で
、
一
�
 
回
卒
の

O

守
屋
会
長
、
一
九
回
卒
の
中
村
事
務
局
長
を
中
心
と
し
、
学
年
幹
事
会
を

開
催
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
「
総
会
・
祝
宴
」
を
中
心
と
し
て
「
ク
ラ

ブ
活
動
」
や
「
任
意
の
飲
み
会
」

等
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
会
・
祝
宴

今
年
の
総
会
祝
宴
は
九
月
二
十

U

四
日
�
 (土
)に
明
治
記
念
館
に
て
行
い
ま

蛇
�
 

し
た
。
二
一
二
名
の
参
加
で
、
盛
大

単
守

に
盛
リ
上
方
り
ま
し
た
。

し
か
し
開
催
直
前
の
二
十
一
日
に

台
風
十
五
号
(口
ウ
キ
|)が
関
東
地
区

を
直
撃
し
、
電
車
が
運
休
し
て
多
く

の
同
窓
生
が
帰
宅
困
難
者
と
な
っ
た

り
、
あ
ち
こ
ち
で
被
害
が
出
た
り
し

て
、
当
番
幹
事
は
、
ひ
や
ひ
や
で
し

た
。
日
ご
ろ
の
行
い
の
お
か
げ
か
、

同
窓
会
当
日
は
台
風
一
過
の
晴
天
で
、

無
事
開
催
で
き
ま
し
た
。

毎回リ
吉
岡

船
内‘

 

-u--z•，，， 品

究
会
」
が
ク
ラ
ブ
形
式
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

つ
街
歩
き
同
括
会
」

八
回
卒
の
横
田
さ
ん
が
主
催
さ
れ

る
街
歩
き
同
好
会
は
人
気
で
、
定
期

的
に
熊
本
の
関
係
す
る
名
所
旧
跡
な

ど
を
訪
ね
歩
い
て
い
ま
す
。
秋
に
は

羽
村
の
阿
蘇
袖
社
に
行
き
ま
す
。

「
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
」

ラ
グ
ビ
ー
は
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
、
サ

ッ
カ
ー
は
口
ア
ツ
ソ
熊
本
戦
を
中
心

と
し
て
観
戦
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

口
ア
ッ
ソ
は
国
立
競
技
場
で
、
二
試

合
で
+
占
寄
り
れ
る
宇
厳
で
:
・
〈
>|>一)、

来
年
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

ク
シ
ョ
ン
は
、
声

楽
家
の
本
岩
麦
乏

(
三
四
回
卒
、
及

川
音
楽
事
務
所
)

さ
ん
と
実
姉
の
本

岩
潤
子
さ
ん
の
姉

弟
に
よ
る
二
重
唱

を
中
心
と
し
た
懐

か
し
く
も
美
し
い

日
本
の
歌
の
数
々

で
し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動

第
一
部
は
総
会
で
、
木
遣
り
入
場

か
ら
、
ご
挨
拶
、

押
柑
町
通
佳
景
翠
口
・

承
認
な
ど
会
の
運

営
報
告
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
二
部
か
ら
祝

宴
で
す
。
乾
杯
を

し
て
お
い
し
い
料

龍山意・目
用

骨
四
時

理
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
先
輩
後

輩
入
り
乱
れ
て
再
会
を
喜
び
な
が
ら

の
歓
談
で
す
。
時

に
は
就
職
や
商
談

な
ど
に
な
る
場
合

も
あ
る
よ
う
で
す

今
年
の
ア
卜
ラ

ラ
イ
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
絵
画
音
楽
鑑
貰
、

居
酒
屋
探
検
隊
な
ど
の
活
動

も
計
画
し
て
い
ま
す
。

関
東
地
区
同
窓
会
は
、
故

郷
か
ら
最
も
遠
く
離
れ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
同
窓
会
で
す
。

会
員
ど
う
し
の
付
き
合
い
は
、

遠
い
親
せ
き
の
よ
、
つ
な
戚
貨
で

青
春
時
代
を
八
代
で
過
ご
し

た
仲
間
と
会
う
と
独
特
の
な

ご
み
が
得
ら
れ
ま
す
。
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
や
消
患
の
確
認
な

ど
の
意
味
も
あ
る
の
で
、
関

東
地
区
の
皆
様
は
、
各
活
動

に
積
極
的
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
他
の
地
域
に
お
住

ま
い
の
方
は
、
関
東
地
区
に

お
寄
リ
の
際
に
は
、
同
級
生

な
ど
に
連
絡
を
取
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

飲
食
屈
な
ど
は
山
ほ
ど
あ

り
ま
す
の
で
、
大
歓
迎
で
迎

え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
�
 

「ー� 

研
究
会
」

c
T

広
報
関
係
を
担
当
し
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

「
八
高
関
東
ど
っ
と
混
む
�
 

(2
2
2
・∞印一〈ω
コ
�
 

営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
写
真
、

g
c
b
oヨ
)」
の
運

ご
連
絡
、
幹
事
会
の
議
事
録
、
ク
ラ

ブ
活
動
の
案
内
な
ど
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ホ
ム
ペ

ジ

で

は
住
所
変

更
届
け
も
出

一

来
ま
す
の
で、
「

関
東
地
区
で

の
異
動
、
転
入
、
�
 
π

転
出
な
ど
の

一
�
 

連
絡
に
ご
利

潤 “

用
く
だ
さ
い
。写

ま
た
最
近
は

』

オ
凶
の
の
寸
�
 0
0
〈一

ペ
ー
ジ
の
構

一

築
運
営
に
卜

俳
�
 

| 関東地区での住所変更は、ホームページ『八高関東どっと混む www.85kantou.com をと利用ください。 I 
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第 20回総会・懇親会(平成23年 6月 4日)
傘寿のお祝い(高三回生)懇親会 126名、二次会に 72名

一
本
の
大
き
な
鮮

会
長

正
郎
(
高
一
四
)

「
関
西 

Q
O
同
官
公
主
」
「 

同
窓

会
関
西
支
部
」
と
い
う
名
称
が
多
い

中
、
私
達
は
愛
着
と
誇
り
か
ら
八
高

を
頭
に
冠
し
て

「八
古
田
関
西
同
室

を
正
式
名
称
に
し
て
い
ま
す
。

一九

八
五
年
十
月
に
発
足
し
二
十
六
年
に

な
り
ま
す
が
、
設
立
当
初
の
総
会
は

隔
年
の
開
催
で
あ
り
、
今
年
が
二
十

回
目
の
総
会
で
し
た
。

関
西
で
は
親
突
の
あ
る
同
窓
会
か

高

ら
来
賓
を
懇
親
会
に
お
招
き
し
ま
す
。


『
参
加
し
た
皆
で
盛
り
上
げ
、
楽
し


O
O

む
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
』
が
好
評

ら
し
く
、
「
勉
強
の
た
め
に
来
窒
L E呼

ん
で
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
役
員
会

で
は
「
呼
ん
で
や
ん
な
っ
せ
」
と
先

輩
方
が
度
量
を
一
不
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
秋
の
好
シ
ズ
ン
に
年
二
回

〈八

代
い
さ
つ
か
会
〉
で
奈
良
、
大
和
路

を
歩
い
て
い
ま
す
。
ま
た

〈八
高
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
〉
も
春
秋
に
開
惇
し、

釈
は
親
睦
ム
五
ん
け
参
加
の
先
輩
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
上
級
生
が
下
級

生
か
ら
慕
わ
れ
尊
敬
さ
れ
て
い
る
、

大
き
な
紳
が

『八
高
関
西
同
窓
ム 
」

の
語
り
で
す
。

初
司
会
を
任
さ
れ
て

山
本
敦
子
(
高
二
六
回
)

中
本
世
子 
(高
一
エ
八
回
)

コ
」
来
賓
の
方
々
が
入
場
さ
れ
ま
す
。

置
帝
大
き
な
撃
で
お
、
迎
え
下
さ
い
」

あ
れ
?
会
場
入
リ
口
に
来
賓
の
姿
が

見
え
な
い
?
紹
介
が
早
す
ぎ
た
!
私

た
ち
二
人
の
司
会
役
は
こ
の
様
に
し

て
始
ま
り
ま
し
た
。

二
O
二
年
六
月
四
日
。
第
二


回
八
高
関
西
同
窓
会
総
会
主
ひ
に
懇


親
会
が
大
阪
市
都
島
区
「
太
閤
園
」


で
開
催
さ
れ
、
そ
の
司
会
の
大
役
、
か


私
た
ち
二
人
に
任
さ
れ
た
の
で
し
た
。


当
日
は
朝
か
ら
落
ち
着
か
ず
、
原


E

稿
を
何
回
も
何
回
も
確
認
。
会
場
に O

着
く
と
既
に
、
先
輩
の
役
員
さ
ん
達

が
汗
を
流
し
な
が
ら
の
準
備
中
。
陰

で
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
多
く
の
先

輩
役
員
さ
ん
遣
の
、
同
窓
会
に
対
し

て
の
情
熱
を
感
じ
る
。
そ
ん
な
中
、

進
行
表
に
合
わ
せ
て
最
終
チ
ェ
ッ
ク

を
し
、
よ
り
緊
張
感
が
増
し
た
と
こ

ろ
で
本
番
に
突
入
。

会
場
内
の
雰
囲
気
や
、
周
囲
を
見

渡
す
余
裕
な
ど
全
く
な
い
ま
ま
に
総

会
の
部
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
自
分

を
落
ち
着
け
る
た
め
の
深
呼
吸
す
る

時
間
さ
え
な
い
。
懇
親
会
の
部
に
入

る
と
緊
張
感
も
更
に
ピ
ク
に
。
人

聞
が
緊
張
す
る
と
里
口
に
な
る
と
云

う
が
、
正
に
そ
の
通
リ
で
、
加
速
し

た
里
口
を
ど
う
し
て
も
止
め
ら
れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
諸
先
輩
達
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
気
遣
い
に
助
け
ら
れ
な
が

ら
華
々
し
い
会
場
で
の
大
役
を
、
無

事
に
務
め
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
同
窓
会
に
出
席
す
る

機
会
が
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
回
会
場
で
新
し
い
出
会
い

や
、
旧
知
の
友
と
の
久
し
振
り
の
再

会
な
ど
も
あ
り
、
不
思
議
な
出
会
い

を
数
多
く
体
験
し
ま
し
た
。
人
と
の

出
会
い
は
面
白
い
!
そ
の
事
を
確
信

し
た
一
日
に
も
な
り
ま
し
た
。

八
高
同
窓
生
の
皆
さ
ん
・
新
し
い

出
会
い
を
求
め
て
、
こ
れ
か
ら
も
同

窓
会
に
集
い
ま
し
ょ
う
|
-

ご
縁
が
あ
り
ま
す
よ
ね
!

加
藤
一
京
子
曾
哩
士
白
)

関
西
岡
窓
会
へ
の
出
席
の
キ
ツ
力

ケ
を
つ
く
っ
て
下
さ
っ
た
の
は
、
部

活
の
先
輩
か
ら
の
お
誘
い
で
し
た
。

開
催
の
ご
案
内
は
そ
れ
ま
で
も
頂

い
て
い
ま
し
た
が
、
司
窓
会
へ
出
席

し
て
も
知
人
は
誰
も
い
な
い
だ
ろ
う

と
、
足
が
向
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
参
加
し
て
み
る
と
周

囲
は
年
上
の
方
達
と
い
う
よ
り
も
、

八
高
の
先
輩
達
(
当
た
り
前
で
す
が
)

と
云
う
表
現
が
ピ
ツ
タ
リ
で
、
心
地

よ
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後

は
出
来
る
だ
け
出
席
を
心
が
け
て
い

ま
す
。今

年
か
ら
は
、
役
員
幹
事
会
へ
も

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
幅
広
い
学

年
層
の
人
た
ち
と
も
お
付
き
合
い
が

出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

故
郷
八
代
を
離
れ
て
三
十
年
。
お

付
き
合
い
の
出
来
る
同
窓
生
に
巡
り

合
う
「
縁
」
に
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
、

こ
れ
か
ら
も
こ
の
掃
を
大
切
に
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
お
リ
ま
す
。 
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八
代
高
校
同
窓
会
福
岡
支
部
だ
よ
り


博
多
に
来
た
ら
"
む
ら
た
そ
ば
“
!

卜
」
を
企
画

l

ノー トはお庖に置いています

「
同
窓
会
ノ


博
多
と
い
え
ば
祇
園
山
笠
。
そ
の

ロ 

恒
例
の
福
岡
支
部
総
会

M

櫛
田
神
社
参
道
前
に
の
れ
ん
を
掲
げ

る

「
信
州
そ
ば
む
ら
た
」
の
女
将
、

五
四
年
卒
)
さ

ん
は
八
高
O
B
。
同
窓
会
二
次
会
の

S

は
平
成
二
十
四
年
二
月
十

一
日
に
開
催
し
ま
す
。
会 

1
1
場
は
完
成
し
た
ば
か
り
の

壇
場
監
聞
の
↓
囚
《
何
む 

(テ

ラ
ソ 
)
に
移
転
す
る
「
八

仙
闇
本
庖
」
の
予
定
で
す

福
岡
地
区
の
会
員
の
皆
さ

悩
刷

ん
へ
往
復
は
が
き
で
案
内

国
即

し
て
い
ま
す
。
出
欠
確
認

U
M
M

F
d

刊

村
田 
(旧
千
原 

「
八
高
で
す
が
:
・

・の

一
言
で
、

ノ
ー
ト
で
斐
流
す
る
。
ち
ょ

っ
と
ア

ナ
ロ
グ
で
す
が
、
こ
ん
な
お
庖
や
同

窓
会
人
情
が
博
多
に
あ
る
、
と
言
わ

れ
た
い
で
す
ね
」
と
村
田
さ
ん 

主
真
。

H

司
冒

他
"
溜
り
場
“
的
存
在
だ
。
「
八
高
の

方
で
す
ね
。
ど
う
ぞ
」
と
従
業
員
の

方
も
慣
れ
た
も
の
。
い
つ
も
同
窓
生

で
楽
し
く
歓
談
し
て
い
ま
す
。

地
元
熊
本
に
次
い
で
多
く
の
同
窓

生
が
集
ま
る
福
岡
。
同
窓
会
の
目
下

の
課
題
は
、
次
の
世
代
へ
ど
う
橋
渡

し
を
す
る
の
か
?
と
い
う
こ
と
。
そ

こ
で
同
窓
会
幹
事
有
志
で
考
え
た
の

l

が
「
同
窓
会
ノ 

卜
」
企
画
。
庖
を

訪
れ
た
同
窓
生
同
士
で
書
き
込
み
し

な
が
ら
受
流
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

世
代
を
超
え
た
受
流
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

博
多
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
の
ぞ

い
て
く
だ
さ
い
!

博多と言えば山笠。「信州そぼ
むらた」は櫛田神社の自の前 l

+品
川
引

福
岡
地
区
の
皆
さ
ん
、
他
地
区
の
皆

さ
ん
も
、
博
多
に
来
た
ら
「
む
ら
た

そ
ば
」
で
ぜ
ひ
ノ
ト
に
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

昨
年
は
、
福
岡
地
区
卒
業
生

の
誇
り
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー

ク
ス
の
秋
山
幸
二
監
督
を
直
撃

イ
ン
ビ
ュ 
1
0
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー

ス
佳
境
の
中
、
快
く
応
じ
て
く

れ
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
で
、

「
今
年
は
応
援
に
行
こ
う
!
」

と
観
戦
ツ
ア
ー
九
月
二
十
九
日

の
お
返
事
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
初
参
加
大
歓

可

同
M

2011年3月、待望の九州新幹線が全線開業。博多
から故郷八代が夕、ツと近くなった。そして、同窓の星「秋
山ホークス jは今年も好調。福岡在住の八高OBたちは
[今年こそ日本一へjと、声援を送っている一一そんな
熱い博多の同窓会活動を紹介します。[福岡支部]

に
有
志
で
企
画
。
こ
の
日
惜
し

く
も
負
け
ま
し
た
が
大
興
奮
の

観
戦
で
し
た
。
こ
の
会
輯
か
出

る
頃
に
は
、
き
っ
と
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
か
ら
日
本
一
の
胴
上
げ

が
:
:
:
。
さ
て
結
果
は 
0
・

田
・

置
回

d
d
l

“今年こそ日本一!"

秋山本一クス観戦-，アー


迎
で
す
!
奮

っ
て

ご

参

泊

川

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は

八
高
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
福
岡
支

部
」
で
。 

o 

O
・ 町』 山 

T U昨年の同窓会報では秋山監督ヘ
インタヒ'ューをしました

8 



高19固卒業の土山憲幸さん

(ホテル熊本テルサ総支配人)

が、平成22年� 12月22日「く

まもと県民文化賞特別賞」
一-
…・を受賞されましだ。その祝

私
と
同
窓
会
と
仲
間

-
九
六
二
年 

(昭
和
三
十
七
年
)
に

高
校
に
入
学
し
て
五
十
年
目
、
熊
本
に

生
活
基
盤
を
置
い
て
四
十
年
、
八
代
高

校
と
切
れ
る
こ
と
な
く
密
接
な
関
係
が

続
い
て
い
る
。
私
た
ち
の
学
年
は
、
松

江
城
町
の
菌
加
の
絡
ま
る
校
舎
で
三
年
聞

を
週
こ
し
、
旧
校
舎
で
の
最
後
の
卒
業

牛
芝
な
っ
た
。

高
校
生
活
三
年
。
一
年
四
組
・
二
年

十
抱
一
二
主
題
其
々
に
友
人
件
韮
車
・

後
輩
が
出
来
、
勉
学
に
励
む
と
と
も
に
、

部
活
で
は
新
聞
部
に
属
し
(
部
の
先
輩

と
し
て
現
熊
本
市
支
部
副
会
長
の
村
林

大

λ 
(高
一
四
回
主
や
益
田
六
γ
ん
(
高

一
五
恩
る
筈
と
知
り
合
つ
)

隻

暴

文
化
祭
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
み
、

今
も
な
お
、
仕
事
。
飲
食
ゴ
ル
フ
に

と
鮮
は
続
<
。

特
に
高
一
七
回
生
と
は
、
飲
食
は
勿

論
、
九
州
内
に
い
る
同
級
生
に
呼
び
か

け
、
年
二
回
、
八
代
や
宇
城
の
ゴ
ル
フ

場
で
実
施
し
て
い
る
コ
ン
ぺ
は
、
西
田

憲
生
君
の
努
力
も
あ
っ
て
十
年
以
上
も

賀パーティが平成23年2月� 

12日熊本テルサで同窓会関

係者を含め、多くの人たち

9 て令~

・
E・1.

が出席して開催されましだ。
続
い
て
い
る
。

佐
貫
大
学
四
年
プ
ラ
ス
二
年
間
熊
本

を
離
れ
、
周
辺
大
学
を
含
め
た
八
高
同

窓
会
で
、
故
郷
の
話
題
に
興
じ
、
青
春

の
希
望
芝
挫
折
を
味
わ
い
な
が
ら
、
学

生
運
動
に
参
加
し
、
佐
世
保
港
で
の
エ

ン
タ
フ
ラ
イ
ズ
、
七
十
年
安
保
で
デ

モ
行
進
。
機
動
隊
に
突
入
し
て
泣
き
叫

ぶ
同
朋
。
貴
重
な
人
生
経
験
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
七
年
熊
本
市
役
所
に
入
り
、

中
村
前
会
長
(
高
二
回
生
)
や
道
越
さ

ん 

(高
一
二
回
生
)
を
中
心
に
八
代
高

箆
熊
本
市
役
所
同
窓
会
「
タ
葉
会
」 

(現

会
長
本
田
公
三
・
高
二
六
回
生
)
の
設

立
に
参
加
し
た
。
現
在
当
時
の
約
三
倍

の
八
十
四
名
の
同
窓
生
が
勤
め
て
い
る
。

フ
か
ら

一
番
世
話
に
な
る
病
院
で
も
、

続
い
て
熊
本
市
支
部
の
設
立
に
、
有

馬
亨
ん 

(古
雪
間
宮
古
や
窪
寺
大

λ
2口同

九
回
生
)
等
の
努
力
も
あ
っ
て
、
他
の


官
公
庁
や
企
業
と
協
力
し
、
市
仇
役
所
同


A

牢
ω
会
も
積
極
的
に
「
釘
劃
し
た
。

私
も
、
同
窓
会
名
簿
に
記
載
さ
れ
て

い
る
熊
本
都
市
圏
在
住
の
同
級
生
全
て

に
、
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
参
加
を
呼
び
か

け
、
盛
大
な
設
立
総
会
に
多
く
の
同
級

宿京と田山、っ。

私
が
熊
本
の
事
務
局
を
引
受
け
て
か

ら
、
い
ろ
ん
な
人
か
ら
電
話
を
頂
い
た。

「
熊
本
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
同
窓
会

に
参
加
す
る
に
は
如
何
す
れ
ば
い
い
の

事
宴
会
で
も
、
つ
い
頼
る
。
そ
れ
は
広

範
囲
に
及
ぶ
。
だ
か
ら
、
繋
が
り
が
必

き
る
し
、
そ
こ
に
行
<
。
個
人
的
な
食

た
だ
同
窓
会
懇
親
会
に
参
加
す
る
だ

け
で
な
く
、
日
々
の
生
活
の
中
で
も
、

同
官
、
互
の
存
在
は
大
き
い
。
例
え
ば
、 

2

仕
芝
、
参
加
す
る
こ
と

.
出
来
た
。

そ
の
確
認
効
果
が
あ

っ
て
、
稲
田
君

や
内
田
さ
ん
等
多
く
の
協
力
者
を
得
て
、

今
で
も
熊
本
市
支
部
の
学
年
の
中
で
、

高
一
七
回
卒
業
生
だ
け
は
常
に
一
・
二

番
の
多
く
の
参
加
者
を
誇
っ
て
い
る
。

私
自
身
も
二
十
五
年
十
五
回
開
催
さ
れ

た
支
部
同
窓
会
を
、

一
回
も
欠
席
す
る

こ
と
な
く
、
毎
回
、
友
人
や
先
輩
後
輩

と
語
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
青
春
へ
の

回
顧
も
「
長
生
き
の
、
秘
訣
」
と
思
い
、

広
<
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

置・::::J

同
窓
の
医
師
の
い
る
と
こ
ろ
が
安
心
で

で
す
か
」
「
私
の
母
は
昨
年
て
く
な
り

ま
し
た
。
同
窓
会
名
簿
か
ら
消
し
で
下

さ
い
」
等
々
。
本
部
に
連
絡
し
な
が
ら

思
う
。
身
近
に
連
絡
先
が
あ
る
こ
と
が

安
心
感
を
生
み
、
八
代
と
の
繋
が
リ
を

感
じ
な
が
ら
、
受
話
器
を
取
リ
易
い
の

だ
ろ
、
っ
と
。

高
一
七
回
生
は
本
年
十
一
月
二
十
二

日
、
妙
見
祭
前
夜
同
窓
会
を
開
催
し
ま

す
。
還
暦
か
ら
五
年
、
少
し
年
を
取
り
、

元
気
に
会
え
れ
ば
良
い
と
思
う
。

昭
和
四
十
年
三
月
卒

第
一
七
回
生

松
岡
博
之

iiケ氏;1 まえを ~'-

長孟て111

.--.01可司・

.‘、

…・一-

A 司l 

‘~ 

ドHI
・・・・ ， 

巳� 1・・

〈熊本市役所「タ葉会J> 

[熊本市支部同窓会]
次回予告

期日:平成24年� 10月27日∞

会場:熊本全日空ホテル

二ユース力イ
代表幹事:木下敬史(21回生)

早野喜志(22回生)
〈高校第21回生〉
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四
四
八
吉
司
会

詣
り
ま
し
た
。

ら
し
く

「
へ
え 

「錨
 

頂
き
ま
し
た
。
大
歓
迎
で
、
会
え
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、

私
達
よ
り
十
年
も
若
い
の
で
す
か
ら

五 

名
の
方
々
へ
ご
案
内
状
を
お
送

現
役
で
す
。
仕
事
の
都
合
が
つ
か
な

く
て
、
今
年
は
参
加
頂
け
ま
せ
ん
で

O 岡
山
近
県
の
鳥
取
、
島
根
、
広
島
、

鮮
で
あ
り
、
ま
た
、
懐
か
し
い

「八

代
」
や
「
八
高
」
の
話
で
多
い
に
盛

り
よ
か
り
ま
し
た
。

皆
ど
こ
か
八
高
の
顔
が
集
う
。
高
三

暑
気
払
い

高
五
一
回

七
月
末
、
屋
上
ピ
ア
ガ
ー
デ
ン
に

有
志
が
集
ま
り
、
早
々
の
暑
気
払
い

を
開
き
ま
し

た
こ
れ
も
又
、

岡
山
同
窓
会

の
年
中
行
事

で
、
冷
た
い

ビ

ル

を

掲
げ
て
「
乾

杯
」
楽
し
い

ひ
と
時
で
し

た

i

大
分
市
内
か
ら
、
大
分
県
幅
広
く
な

じ
み
の
あ
る
顔
、
あ
た
ら
し
い
顔
、

香
川
に
お
住
ま
い
の
卒
業
生
、
約
一

り
し
、
五
名
の
方
か
ら
ご
参
加
の
お

申
し
出
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
規
模
で
は
あ
り
ま
す
が
、
中
四

園
地
区
の
同
窓
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト

を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
ご
参
加
の
返
事
が

い
た
だ
け
な
か
っ
た
方
の
中
で
、
約

三
十
名
の
方
か
ら
次
回
は
、
或
い
は

い
ず
れ
参
加
し
た
い
と
の
心
強
い
お

返
事
を
い
た
だ
き
、
大
変
嬉
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
岡
山
の
み

な
ら
ず
、
中
四
国
八
県
の
皆
様
と
の

紳
を
強
く
し
、

真
の
中
四
国
同
窓
会

を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
中
四
国
に
お
住
ま
い
の
卒
業
生

の
皆
さ
ん
、
電
話
か
メ
ル
で

岡
山
の
事
務
局
へ
ご
連
絡
下
さ

い
。
同
窓
会
に
関
す
る
こ
ユ

ス
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

大
学
生
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー

五
月
に
は
、
現
在
岡
山
県
内
の
大

学
で
学
生
生
活
を
送
る
現
役
学
生
諸

君
を
お
招
き

し
て
、
大
学

生
歓
迎
パ
ー

テ
ィ
を
聞
き

ま
し
た
。

若
い
彼
ら

と
の
語
ら
い
は
、

永
く
岡
山
に

住
む
も
の
に

と
っ
て
、
新

回
生
、
高
八
回
生
か
ら

今
年
の
四
四
八
高
会
は
、
名
古
屋

市
南
区
の
笠
寺
で
集
い
ま
し
た
。
幹

事
は
軒
鼓
蔀
で
活
躍
し
た
「
な
ぺ
ち
ゃ

ん
』
で
す
。

一
年
ぶ
リ
に
会
う
同
級
生
は
皆
、

顔
の
色
つ
や
も
良
く、

と
て
も
元
気

で
し
た
。

今
回
は
十
名
の
参
加
で
し
た
が、

皆
さ
ん
に
元
気
と
、
や
る
気
を
頂
き
、

し
た
。
日
曜
日
な
ら
良
か
っ
た
の
か

な
0
・ド
ラ
ゴ
ン
ズ
フ
ァ
ン
と
の
こ
と

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

温
か
い
心
で
、
食
後
は
笠
寺
観
音
に

m家
康
幼
少
時
人

て
い
ま
し
た
。
皆
、
知
ら
な
か
っ
た

i
、
そ
う
だ
つ
た
ん

岡
山
同
窓
会

で
は
、
六
月
五

目
、
岡
山
駅
前

の
会
場
で
八
代

高
校
中
四
国
同

宏
、公
主
ケ
」
開
催
し

ま
し
た
。

mJ 

回

中
四
国
同
窓
会

で
す
の
で
、
名
古
屋
ド
ー
ム
で
逢
え

生
幅
広
く
、
計
十
五
名
の
同
窓
生
。

砥
上
会
長
の
身
振
り
手
振
り
の
ユ

モ
ラ
ス
な
八
代
弁
で
の
思
い
出
話
。

そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
の
飾
り
の
な
い

気
ま
ま
な
話
や
大
分
市
の
美
術
館
で

開
催
さ
れ
て
い
た
テ
オ
・
ヤ
ン
セ
ン

展
の
入
場
券
の
希
望
者
早
い
者
得
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
シ
ョ
ン
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
最
後
は
次
の
会
合
を
ど

う
す
る
か
で
、
楽
し
み
を
膨
ら
ま
せ

て
散
会
し
ま
し
た
が
、
盛
り
上
が
り

の
頂
点
は
、
残
し
て
あ
り
ま
し
た
。

帰
り
の
狭
い
工
レ
ペ
タ
の
中
で
、

先
輩
が
、
八
高
の
校
歌
、
「
道
」
を
ご

存
じ
で
な
い
と
言
う
こ
と
で
、
乗
り

合
わ
せ
た
皆
さ
ん
が
歌
っ
た
こ
と
、

か
も
知
れ
な
い
で
す
。

八
吉岡

岡
田

釜
美
子 

1m] 

Eヨ


質
交
換
の
地
」
と
い
う
石
碑
が
立
っ

だ
あ
」
と
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

幹
事
さ
ん
の
お
蔭
で
、
今
年
も
一

ケ
所
、
名
所
旧
跡
を
訪
れ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
「
あ
り
が
と
う
!
」

同

室

轟

「遣
亡
を
読
ん
で
、

「是

非
、
仲
間
に
入
れ
て
欲
し
い
」
と
、

昭
和
五
十
四
年
卒
の
方
か
ら
連
絡
を

jp

他に新年会や忘年会、ゴルフ愛
好家が集まってのゴルフコンぺ等、
年中楽しい企画を行っています。� 

8086・276-3979 

Eメール� micγ@行.iij4u.or.

大
分
同
窓
会事

務
眉 

山
閥
一
?

山
口
県
同
窓
会
が
発
足
し
ま
す
。

山
口
県
に
は
こ
れ
ま
で
八
代
高
校

同
窓
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

岡
山
と
大
分
に
同
窓
会
が
設
立
さ
れ

た
の
を
知
っ
て
、
山
口
に
も
で
き
る

の
で
は
、
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。

ま
ず
、
今
年
一
月
に
宇
部
市
山

陽
小
野
田
市
在
住
の
同
窓
生
十
一
名

に
ご
安
丙
を
出
し
て
、

同
窓
生
の
集

mI 

平
成
二
十
三
年
七
月
十
日
、
別
府

の
花
菱
ホ
テ
ル
に
て
、
諸
先
輩
か
ら

承
継
し
て
い
る
大
分
地
区
の
八
高
大

分
同
窓
会
を
、
開
催
し
ま
し
た
。
臼

杵
日
田
・
中
津
・
国
東

・
別
府
・

松
杢
一
気 

『

10 



い
』
を
開
き
ま
し
た
。
小
雪
舞
う
寒

い
日
で
し
た
が
、
高
五
卒
か
ら
高
二

4
J

十
六
卒
ま
で
の
五
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
初
対
面
で
あ
っ
て
も
す
ぐ

に
打
ち
解
け
る
の
が
同
窓
会
の
い
い

と
こ
ろ
、
予
定
の
二
時
間
を
過
ぎ
て

も
話
は
尽
さ
る
こ
と
な
く
、
一
時
間

も
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
席
で
、
同
窓
生
の
輸
を
山
口
県

〈
平
葎
に
広
げ
よ
う
と
話
主
主
ま
り
、

六
月
に
再
び
四
名
が
集
ま
っ
て
準
備

委
員
会
を
作
り
、
段
取
り
を
話
し
合

い
ま
し
た
。
七
月
に
も
う
一
人
山
口

市
在
住
の
高
十
四
卒
の
山
下
錨
洋
さ

ん
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
、
山

口
県
同
窓
会
設
立
総
会
の
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
疋
準
借
』
号
つ
ア
ほ
、

岡
山
同
窓
会
の
吉
田
高
範
さ
ん
に
い

ろ
い
ス 

ε助
一
言
乞
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
十
一
月
十
二
日
に

設
立
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
道』

の
次
号
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。

平
成
二
土
一
歪
一
月
十
五
日
の

『
同
窓
生
の
集
い
』
出
席
者


(
高
五
)
村
島


靖
彦
・ 
2


口問。

山
口
各
地
中
口
同


十
八
)
重
田
千


恵
子
・ 

(高
二


十
ウ
申
封
伯

(吉
岡
二
十
六 
)


西
島
洋
一


重
田
平
恵
子

(
高
十
八
回
)

学
年
同
窓
会
だ
よ
り


/
中
四
十
四
回
生

(
通
祢
獅
子
会
)
に
つ
い
て

昭
和
六
十
年
四
月
、
卒
業
四
十
周

年
記
念
同
窓
会
を
開
催 

(恩
師
含
百

四
名
)
す
る
に
当
り
発
起
人 

(以
後

世
話
人
と
い
う
)
を
決
め
、
以
来
還

麿
会
な
ど
各
企
画
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
十
五
年
十
月
十
日
卒

業
五
十
八
周
年
記
念
同
窓
会 

(恩
師

含
六
十
五
名
)
を
最
後
に
任
務
を
終

昭和20年卒

え
ま
し
た
。
当
初
一
一
十
三
名
の
世
話

人
も
現
在
十
三
名
と
な
り
、
夫
々
八

十
五
才
前
後
で
体
調
の
衰
え
が
見
ら

れ
ま
す
。
世
話
人
と
し
て
は
同
級
生

の
情
報
収
集
は
続
け
る
よ
う
に
し
て

お
り
、
毎
年
の
例
会
だ
け
は
欠
か
さ

ず
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
ま
で

は
新
年
夕
食
会
で
し
た
が
、
世
話
人

圭
ロ
露
の
た
め
会
ロ
の
安
〈
号
考
え
、

今
年
か
ら
新
年
昼
食
会
に
蛮
更
し
、

去
る
二
月
十
=
百
新
年
会
を
実
施
し

ま
し
た
。 

(八
苦
出
席
者
写
富
む

尚
、
私
共
の
卒
業
時
期
は
戦
争
の

莫
只
中
で
学
校
か
ら
の
卒
業
記
念
誌

の
発
行
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
卒
業
四
十
周
年
と
卒
業
五
十
八

周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
独
自
に
同

窓
会
記
念
誌
を
発
行
し
、
全
員
に
届

け
ま
し
た
。
今
、
往
時
の
活
力
が
な

つ
か
し
く
、
年
老
い
て
も
気
を
強
く

そ
の
日
、
十
一
時
頃
、
八
代
組
十

名
余
、
世
話
役
早
川
精
一
君
の
玄
関

口
出
迎
え
を
受
け
口
ビ
に
落
着
く
。

早
や
宝
塚
か
ら
秋
永
卓
郎
君
の
顔
、

熊
本
組
も
お
い
お
い
集
ま
り
賑
や
か
。

上
階
の
岡
村
宏
一
君
の
関
係
「
熊
日

倶
楽
部
」
に
く
つ
ろ
ぐ。

十
一
時
五

十
分
会
場
「
あ
や
め
」
に
で
受
付
。

(浜
田
昭
三
君
と
高
橋
)
会
費
七
千

円
と
引
換
え
に
欠
席
者
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
付
き
出
席
者
名
簿
を
手
交
。
名
人

胸
に
名
札
を
つ
け
て
円
卓
に
着
く
。

十
二
時
、
記
念
写
真
(
村
上 

人
君
)

田
口
嘉
郎
君
の
進
行
に
よ
り
開
会
。

E

物
故
者
へ
の
黙
祷
、
次
い
で
事
務
局

よ
り
経
過
報
告
。
今
回
熊
本
開
催
に

当
た
り
、
体
調
不
全
な
今
回
直
君
と

の
話
し
合
い
を
含
め
、
か
ね
て
熊
本

学
年
会
を
熱
心
に
世
話
し
、
今
回
も

呼
び
か
け
は
勿
論
本
日
開
催
ま
で
の

世
話
全
般
を
い
た
だ
い
た
早
川
君
、又

-
-
岡
村
君
の
支
援
が
あ

ぜ
畠

っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。

ピ

あ
と
早
川
君
に
よ
り

'
E
熊
本
在
住
の
同
輩
諸

司
，
兄
の
状
況
が
ユ 
1

モ

司
ア
た
っ
ぷ
り
に
語
ら

れ
た
。
車
椅
子
介
助

-

d
F

-
っ
き
(
息
子
さ
ん
)

参
而
例
区
員
怒
り
コ
慰 

d

Jf
無
量
」
の
謝
辞
が
述


、
べ
ら
れ
た
。
  

乾
杯
:
森
本
常
雄

君
の
音
頭
。
開
宴
、

ド

γ
ル
房
浪
出
ム
日
各
々

混
じ
り
合
っ
て
近
況

や
思
い
出
話
に
花
が

咲
き
、
旧
支
を
温
め
る
に
豊
か
な
時

で
あ
っ
た
。
十
四
時
閉
会
。

一
同
再

び
「
熊
日
倶
楽
部
」
で
コ
ー
ヒ
ー
を

味
わ
い
憩
う
。
十
五
時
、
再
会
を
約

し
解
散
し
た
。

以
よ
、
事
務
局

前
列
右
よ
り 
)

松

田

敏

雄

後
列
布
よ
り
)

廃
松

公

房

懐
か
し
の

「
熊
本
ク
ラ
ス
会

よ
り 2折

角
の
原
稿
依
頼
に
古
い
資
料

平
成
十
五
年
士
一
月
一
日
作


一
、
開
催
月
日


・
:
平
成
十
五
年
十
一
周
八
日
(
主


二
、
場
所


:
熊
本
市
「
ホ
テ
ル
円
麗
熊
本
比

三
、
出
席
者
:
一
干
四
名

四
、
行
事
の
状
況

し 

金主

四い
四

和
之

回 

君日
昭和 20年卒

昭和 12年卒 柴 

5己

高
橋

((生
口 橋

口

敏

夫

萩

本

静

夫

上
羽
和
衛

郡

和

之

森

精

一

津

井

元

生

L

参
議
く
し
付
柿
押
な
じ
現
在
で
す
。

ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

記

八
代
中
学
「
四
五
恩
照
本
ム
芭
報

思
い
出

昭
和
八
年
新
築
さ
れ
た
=
一
階
建
の

二
階
が
一
年
一
組
五
十
五
名
の
教
室

で
し
た
。
八
月
に
落
成
式
展
覧
会
が

開
催
さ
れ
、
都
久
志
会
員
や
父
兄
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
不
景
気
の
世
の
中

で
月
謝
五
同
は
米
俵
二
俵
分
で
、
勉

強
さ
せ
て
も
ら
う
親
に
感
謝
一
ぱ
い

で
し
た
。
学
校
生
活
は
楽
し
く、

一

流
の
文
化
人
一醸
原
好
江
、
辻

久

子
、

三
浦
環
と
こ
の
年
に
な
っ
て
も
歌

声
、
音
色
、
身
の
こ
な
し
は
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
女
先
生
は
和
服
袴
で
し

た
。
北
先
生
は
若
く
美
し
く
、
絞
り

羽
織
姿
は
マ
ネ
キ
ン
人
形
の
よ
う
で

し
た
。
三
年
聞
は
作
法
指
導
の
植
谷

先
生
担
任
で
、
厳
し
い
総
て
の
巌
は

現
在
ま
で
の
私
の
生
活
の
宝
で
す
。

当
時
か
ら
見
れ
ば
バ
ア
ち
ゃ
ん
先
生

で
す
。
髪
型
は
低
い
二
百
三
高
地
結

で
し
た
。
女
先
生
が
洋
服
着
用
さ
れ

て
も
当
分
袴
姿
で
し
た
が
、
式
日
洋

服
で
登
校
さ
れ
ま
し
て
、
私
達
は
驚

き
ま
し
た
。
勇
気
が
入
っ
た
事
と
思

い
ま
す
。
「
ひ
や
か
し
ゃ
褒
め
る
言
葉

は
出
ず
、
笑
顔
と
拍
手
で
喜
び
ま
し 

g
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た
」
先
生
は
独
居
生
活
で
、
時
々
辻

銭
湯
で
逢
っ
た
時
は
、
背
中
を
流
し

て
上
げ
ま
し
た
。
北
先
生
は
、
八
幡

町
包
醤
等
の
墓
「
喪
っ
て
お
ら
れ
、

植
谷
先
生
は
伺
処
へ
眠
っ
て
と
思
う

こ
の
頃
で
す
。

佐
渡
ノ
ブ
子

昭和23年卒

同
窓
会
の
度
に
必
ず
返
事
を
下
さ

っ
て
い
る
震
災
地
、
石
巻
市
在
住
の

「
横
山
陽
子
」
さ
ん
、
高
女
四
四
回

卒
、
担
任
・
大
堀
先
生
を
思
い
出
す

も
連
絡
も
つ
か
ず
大
変
な
災
害
に
遭

遇
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
と
、

は
や
る
気
持
ち
を
電
報
電
話
局
や
、

郵
便
局
等
に
で
調
べ
、
や
っ
と
本
人

と
も
お
話
し
が
出
来
ま
し
た
が
、
想

像
を
絶
す
る
も
の
で
し
た
。

も
と
の
家
は
流
さ
れ
、
長
女
は
行


方
不
明
、
乗
用
車
中
で
五
日
間
も
す


ご
し
乍
、
や
っ
と
の
思
い
で
同
居
さ


れ
て
い
る
長
男
さ
ん
宅
ま
で
た
ど
り


着
い
て
、
今
は
病
暁
通
い
を
し
乍
過


ご
し
て
お
リ
ま
す
と
涙
な
が
ら
の
お


話
し
で
し
た
。


消
息
も
分
か
っ
た
こ
と
と
て
、
殿

二
会
代
表

・
平
岡
尚
道
さ
ん
よ
り
何

か
お
見
舞
い
で
も
、
気
持
ち
だ
け
で

も
伝
え
よ
う
と
仰
云
っ
て
い
た
だ
き
、

私
達
は
当
時
男
女
の
受
流
も
な
か
っ

た
の
に
と
思
い
ま
し
た
が
、
ご
厚
情

に
有
難
く
感
謝
致
し
乍
、
女
子
部
役

員
五
名
分
を
併
せ
て
送
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

横
山
陽
子
さ
ん
の
快
復
と
、
一
日

も
早
い
復
興
を
祈
念
し
乍

・::。

佐

野

利

江

昭和26年卒

『傘
寿
の
祝
い
』

全
国
の
会
員
諸
氏
へ
発
送
し
た
案
内

状
は
一
二
五
通
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
過
去
十
四
回

開
催
し
た

『か
ら
い
も
会
」
で
、
初

回
か
ら
ま
っ
た
く
出
席
無
し
、
あ
る

い
は
返
信
無
し
の
分
及
ひ
還
暦
祝
賀

会
以
降
も
出
席
が
な
か
っ
た
人
た
ち

を
除
い
た
数
で
し
た
。

直
前
ま
で
に
九
十
九
名
の
出
席
申

し
込
み
が
あ
り
、
こ
の
分
で
は
あ
と

一
名
で
一 

0
0だ
!
と
の
胸
算
用
か
、

当
日
に
な
っ
て
み
る
と
急
な
体
調
不

良
と
こ
れ
に
加
え
て
大
雨
に
よ
る
交

通
途
絶
の
た
め
結
局
九
十
名
出
席
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
マ
ア
、
数
え
年
八
十
歳
と
い

う
こ
と
で
は
、
〈
王
国
か
ら
の
参
加
者

九
十
名
と
は
大
成
功
の
部
類
だ
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

会
長
代
理
(
会
長
は
当
日
病
気
欠

席
)
の
挨
拶
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
、

経
過
説
明
の
あ
と
開
宴
へ
と
進
み
、

恒
例
の
校
歌
(
旧
制
中
学
校
・
同
女

学
校
)
斉
唱
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
が
そ
れ
ぞ
れ
に
話
の
花
を
咲
か
せ
、

そ
の
後
約
二
時
間
で
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。全

国
規
模
の
会
は
こ
れ
を
も
っ
て

千
秋
楽
と
し
、
今
後
は
各
地
区
ご
と

に
「
地
域
別
か
ら
い
も
会
」
が
永
久

に
つ
続
く
こ
と
を
期
し
な
が
ら
の
別

れ
と
な
リ
ま
し
た
。

吉
琢

申
昭和28年卒

二
八
会
の
こ
と

昭
和
三
十
四
年
か
五
年
の
あ
る
日
、

県
教
委
に
勤
め
る
窪
田
君
か
ら
、
熊

h
E

当
初
、

幹
事
を
廻

り
持
ち
で

会
を
進
め 

最
後
の
同
窓
会

第
六
回
釜
来 
(昭
和
一
干
九
年
三
月
)

同
窓
会
を
平
成
二
十
三
年
五
月
十
八

日
に
藤
門
先
生
を
お
迎
え
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

て
来
ま
し

圃

た

が

、

私

.

(

宮

本 
)

副

が
幹
事
を

」

し
よ
う
と

悶且

い
う
こ
と 

'
U

に
な
り
、 

-

宮
城
県
仙
台
巾
か
ら
も
参
加
を
め
り
、 

覆
の
同
窓
芝 

め
っ
て

k

U
2
P
Z

遠
く
は
山
形
県
天
童
市
よ
リ
、
ま

た
東
日
本
大
地
震
の
被
災
地
で
あ
る

以
来
約
四

十
年
に
な

ヨ

リ

ま

す

こ
の
間
約

t

o 

E

五
十
年
、
同
じ
会
場
で
会
を
聞
い
た

事
は
な
く
「
今
年
の
会
場
は
0
・
」
と

皆
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。
私
も
喜
寿
の
声
を
闇
き
、

幹
事
を
引
退
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

幸
い
幹
事
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
人

が
い
て
、
会
を
続
け
る
事
が
出
来
ま

す
。
会
の
人
数
も
、
寄
る
年
波
に
は

勝
て
ず
、
現
在
三
十
人
程
に
減
っ
て

い
ま
す
が
、
数
年
前
か
ら
八
代
か
ら

本
部
役
員
の
阿
部
さ
ん
が
同
窓
会
活

動
の
報
告
を
兼
ね
て
参
加
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
上
天
草
市
か
ら
も
参

加
希
望
が
あ
り
ま
す
。
同
級
生
の
皆

様
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

総
勢
百
四
十
八
名
と
い
う
多
数
の
人

が
一
堂
に
会
し
て
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

会
が
始
ま
る
前
、
同
級
生
の
物
故

者
と
東
北
の
被
災
地
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
の
冥
福
を
祈
り
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。

写
真
撮
影
は
人
数
が
多
い
と
い
う

こ
と
で
二
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
写
す

本
市
勤
務
ま
た
は
在
住
の
同
級
で
飲

も
う
と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
。
そ
の

夜
集
ま
っ
た
の
は
五
・
六
人
、
大
い

室

ロ
て戸

~
?
ζ
U
2事
に
、
会
を
「
二
八
(
に

は
ち
)
会
」
と
す
る
こ
と
で
衆
議
一
決
、

本
{
杢
一
八
会
の
誕
生
で
す
。

な
お
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

に
盛
り
上
が
り
、
毎
年
定
期
的
に
集

本

年

幹

事

窪

田

学
、
安
藤
鎮

三
、
氏
家
弘
隆
各
氏
又
は
宮
本
亨

ま
で
。

ま
ろ 

昭和29年卒  
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こ
と
に
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
新
制
中
学
校
卒
業
生
と

し
て
初
め
て
入
試
が
行
わ
れ
た
学
年

で
、
希
望
に
満
ち
溢
れ
て
"
っ
た
“
に

お
お
わ
れ
た
校
舎
で
勉
学
に
ま
た
運

動
に
励
ん
だ
も
の
で
す
。

Q

卒
業
し
て
五
十
七
年
に
な
り
ま
す

l

が
、
今
ま
で
九
回
の
同
窓
会
を
開
催

昭和 33年卒

し
て
き
ま
し
た
が
、
百
二
十
名
を
切

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に

う
れ
し
い
限
り
で
す
。

毎
回
の
こ
と
で
す
が
、
当
日
の
午

前
中
に
希
望
者
の
み
で
ゴ
ル
フ
を
楽

し
ん
だ
人
た
ち
も
い
ま
し
た
。
最
後

に
な
り
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
地
震

の
被
災
地
へ
の
義
援
金
と
し
て
、
士
一

万
二
千
円
を
熊
本
日
日
新
聞
社
を
通

じ
て
送
リ
岳
ぜ
志
し
た
。 

密
耳
語
同

五
月
二
十
七
日
掲
載
)

被
災
地
の
皆
様
が
一
日
も
阜
く
元

気
で
生
活
で
き
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

お
祈
り
し
ま
す
。

会
再
芥

日
望
康

湖
北
・
若
狭
・
丹
後
半
島
で


「
み
ど
り
の
風
」
を


五
月
九
日
、
大
阪
な
ん
ば
を
出
発

し
た
パ
ス
は
途
中
大
阪
空
港
で
熊
本

か
ら
の
飛
行
機
組
を
新
大
阪
駅
で
新

幹
線
組
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
車
さ
せ
名
神

高
速
道
路
を
一
路
芦
扇
恨
を
目
指
す
。

彦
根
市
は
井
伊
家
三
五
万
石
の
城

下
町
。
名
古
屋
組
と
合
流
し
て
彦
根

八
高
八
回
卒
の
現
況

昭
和
三
十
一
年
四 

七
名
が
卒
業

し
、
来
年
七
十
五
歳
を
迎
え
る
事
に

な
り
ま
す
。
何
と
月
日
の
速
さ
、
光

陰
矢
の
如
し
で
す
。
生
き
て
い
る
事

に
感
謝
し
た
い
。
八
高
卒
後
五
十
七

年
(
四
十
の
厄
入
り
、
六
十
歳
の
還

置
、
七
十
歳
の
古
希
開
催
)
学
年
同

窓
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

毎
に
一
人
二
人
欠
け
て
物
故
者
約
六

十
人
、
淋
し
い
か
ぎ
り
で
す
。
し
か

O

し
未
だ
現
役
で
生
業
と
し
て
頑
張
っ

て
い
る
人
何
十
人
も
い
る
、
ど
ち
ら

昭和 31年卒

が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
現
住
所
が

判
明
出
来
な
い
人
が
数
十
名
い
る
の

で
こ
の
機
会
に
わ
か
る
人
教
え
て
欲

し
い
。

N
H
K

東
京
近
郊
在
住
同
窓
会
、
熊
本
市

ざ
や
か
な
朱
の
器
に
盛
ら
れ
た
「
鎧

城
の
お
堀
や
石
垣
を
眺
め
な
が
ら
彦

E
h

根
キ
ヤ
ツ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
昼
食
。
あ

弁
当
」
に
は
湖
国
の
多
彩
な
昧
が
詰

大
河
ド
ラ
マ
「
江


ま
っ
て
い
た
。

1
姫
た
ち
の
戦
国
1
」
の


パ
ス
は
琵
琶
湖
の
湖
面
を
撫
で
る


柔
ら
か
い
西
風
を
い
っ
ぱ
い
受
け
な


が
ら
「
さ
ざ
な
み
街
道
」
を
秀
吉
出


世
城
と
称
さ
れ
る
長
浜
城
歴
史
博
物


館
へ
。
こ

こ
湖
北
は
、
室
町
時
代
末
期
か

ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て
信
長

の
硬
風
が
弾
け
自
演
か
観

秀
吉
の
天
下
統
一
の
舞
台
と
な
っ
た

湖。

標
高
四
百
メ
ー
ト
ル
の
梅
丈
岳
山

頂
公
園
へ
は
リ
フ
ト
と
ケ
ー
ブ
ル
が

並
行
。
展
望
台
か
ら
水
月
湖
日
向

湖
久
々
子
湖
菅
湖
三
方
湖
の

五
湖
と
日
本
海
が
ワ
イ
ド
に
見
渡
せ

圧
巻
。
「
五
木
の
園
工
リ
ア
」
に
は

地
元
美
浜
町
出
身
の
演
歌
歌
手
五

木
ひ
ろ
し
の
「
ふ
る
さ
と
」
の
歌
詞

稗
。
レ
コ
ー
ド
盤
に
手
を
触
れ
る
と

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
な
が
れ
る
。

初
日
の
宿
は
水
月
湖
の
湖
畔
に
建
つ

若
狭
町
営
の
観
光
ホ
テ
ル
水
月
花
。
自

の
前
に
広
が
る
湖
面
を
掃
か
れ
た
水
面

た。 の
風
と
湖
畔
の
新
緑
が
歓
、迎
し
て
く
れ

「
み
ど
り
の
風
」
を
求
め
た
こ
泊
三

日
の
パ
ス
ツ
ア
ー
の
行
程
は
、
参
加
者
二

十
九
人
を
乗
せ
て
降
雨
の
中
を
十
日

十
一
日
と
舞
鶴
引
揚
記
念
館
天
橋
立

丹
後
半
島
竹
野
海
岸
'
城
崎
文
芸
館

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
ハ
畠
困
出
石
へ
と
続

き
ま
し
た
。

来
年
の
「
み
ど
リ
の
風
」
は
香
川
県

へ
。
五
月
七
・
八
・
九
日
は
室
井
栄
の
名

作
「
二
十
四
の
瞳
」
の
舞
台
「
小
豆
島
」

と
源
平
合
戦
の
古
戦
場
「
屋
島
」
を
訪

p

ね
ま
す
。
五
月

は
ぜ
ひ
関
西

雇
用
い
卜
さ
い
。

関
西
三
三
会

幹
事
/

橋
口
敏
昭

珊
瑚
会

今
回
は
、
こ
れ
迄
三
年
毎
に
高
校

時
代
果
た
せ
な
か
っ
た
男
女
一
緒
の

夢
の
修
学
旅
行
を
実
施
し
て
ま
し
た

が
、
今
年
は
皆
が
満
六
十
九
才
を
迎

え
た
後
の
四
月
十
五
日
に
古
稀
同
窓

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
締
切
三
目
前

突
如
と
し
て
東
日
本
大
震
災
が
起
こ

り
こ
の
様
な
折
、
古
稀
の
祝
と
は
言

え
開
催
す
べ
き
か
ど
う
か
随
分
悩
み

ま
し
た
が
、
役
員
で
検
討
の
結
果
内

容
を
自
粛
し
て
予
定
通
り
開
催
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
一 

六
名
の
参
加
が
あ
り

久
し
ぶ
り
の
再
会
。
又
卒
業
後
初
め

て
参
加
す
る
人
等
も
あ
り
学
生
時
代

に
返
り
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
リ
、

各
自
の
近
況
を
語
り
合
う
等
、
終
始

会
場
は
大
盛
況
で
大
蛮
有
意
義
な
同

窓
会
で
あ
り
ま
し
た
。
又
、
我
々
の
喜

び
の
反
面
こ
の
度
の
大
震
災
で
亡
く

な
ら
れ
た
り
、

行
方
不
明
の

多
く
の
方
々

に
対
し
開
会

前
、黙
祷
を
捧

げ
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
、
会

場
に
は
被
災

地
の
方
々
に

対
し
一
日
も

早
い
復
興
と

O

同
窓
会
二
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
、
盛

況
で
あ
る
。
八
代
在
住
も
負
け
て
い

な
い
、
毎
月
六
日
に
"
六
日
会
“
と

称
し
八
代
高
校
同
窓
会
報
に
掲
載
し

て
い
る
よ
う
に
、
四
十
年
閣
続
い
て

い
る
。
同
窓
会
と
は
、
元
気
で
思
い

出
話
に
浸
り
、
明
日
の
糧
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。

各
諸
氏
の
長
寿
の
取
り
組
み
の
情

報
が
欲
し
い
。
参
考
に
し
た
い
も
の

で
す
。
我
々
の
高
校
時
代
の
修
学
旅

行
は
女
性
だ
け
で
し
た
が
、
機
会
が

有
れ
ば
、
そ
の
当
時
の
日
程
で
男
子

だ
け
で
旅
行
し
た
い
も
の
で
す
。

最
後
に
七
十
五
歳
八
回
卒
同
窓
会

の
案
内
を
記
す
。

期
日
は
平
成
二
十
四
年
五
月
十
九

日
(
土 
)に
予
定
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
八
回
卒
生
、
八
代
に
集
ま

ろ
う
で
は
な
い
か
。
も
う
後
が
な
い

ぞ
う 
0
・ 

w 

刀て

地
。
展
示
案
内
の
ガ
イ
ド
長
浜
城
一

門
衆
か
ら
宗
教
や
秀
吉
と
長
浜
に
関

す
る
展
示
物
と
特
別
展

説
明
を
受
け
、
そ
の
歴
史

認
識
を
新
た
に
す
る
。

パ
ス
の
右
窓
に
伊
吹
山
。

左
窓
に
は
竹
生
島
を
遠
望

し
て
程
な
く
福
井
県
。
若

狭
湾
の
荒
磯
に
は
日
本
海

主
〈
回
。
程
な
く
三 

A以 、

てテ

昭和 35年卒

元
気
に
な
っ 
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家
族
思
い
出
や
近
況
等
、
楽
し
い

話
に
花
が
咲
き
続
け
、
長
い
時
聞
が

あ
っ
と
い
う
聞
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
多
数
の
出
席
者
か
ら
「
今
日

は
楽
し
か
っ
た
」
、

「
元
気
を
も
ら
っ

た
」
等
の
言
葉
が
あ
り
、
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
気
持
ち
に
な
り
、
同
級
生
の

存
在
の
大
き
さ
を
再
認
調
し
ま
し
た
。

な
お
、
延
期
さ
れ
た
同
期
会
は
「
さ

し
よ
り
来
て
み
な
っ
せ
ー
や
リ
な
お

し
」
と
し
て
今
秋
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度

活
動
報
告

今
年
は
、
一
月
九
日
(
日 
)
「
新
春

初
笑
い
新
年
会
」
を
「
鰻
新
」
で
開

催
し
ま
し
た
。
二
四
名
の
参
加
で
、

昨
年
一
年
間
の
イ
ベ
ン
ト
記
録
ビ
デ

オ
を
見
な
が
ら
、
お
酒
を
酌
み
吏
わ

し
親
友
を
深
め
ま
し
た
。
健
康
で
あ

る
こ
と
と
お
互
い
の
支
え
合
い
を
語

り
合
い
ま
し
た
。

三
月
二
十
七
日 
(日
)
の
「
春
の
イ


ベ
ン
ト
」
は
、
七
組
の
赤
星
君
が
コ


福
寿
草
花
見
登
山
」
を
行
い
ま
し

l
デ
ィ
ネ
イ
卜
し
た
、
「
仰
烏
帽
子
山

た
。
男
性
の
み
九
人
の
参
加
で
し
た

が
、
北
側
の
残
雪
を
見
な
が
ら
、
仏

岩
を
ま
わ
り
、
南
側
の
力
ル
ス
卜
庭

園
を
歩
き
、
遠
く
人
吉
盆
地
を
眺
め

な
が
ら
、
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
の
道
沿
い
に
も
福
寿
草
が
満
開

で
、黄
色
い
花
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

て
欲
し
い
と
義
援
募
金
を
集
め
、
集

ま
っ
た
七
万
三
十
円
を
十
日
後
、
熊

日
新
聞
八
代
支
社
を
訪
問
し
寄
付
を

致
し
ま
し
た
。

清
藤

平
治

昭和38年卒

/
高
一
五
回
卒
同
窓
会

今
年
五
月
二
十
一
日
(
土
)
に
、

八
代
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
同
窓
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
千
葉
県
や
東
京
都

か
ら
も
参
加
が
あ
り
計
五
十
二
名
で

し
た
。
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
大
麦

な
時
期
で
し
た
が
、
旧
交
を
温
め
久

し
ぶ
り
に
会
う
同
級
生
の
紳
を
確
か

め
合
い
ま
し
た
。

大
地
震
の
液
状
化
現
象
で
家
に
被

害
が
あ
っ
た
同
級
生
の
話
で
は
、
修

理
す
る
の
に
相
当
な
金
額
が
必
要
と

の
こ
と
で
し
た
。
大
地
震
の
余
震
で

毎
日
の
様
に
ゆ
れ
て
震
度
も
大
体
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
話
さ
れ
、

「で

も
八
代
は
ゆ
れ
な
い
か
ら
い
い
な
あ
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

会
は
、
盛
り
上
が
り
、
皆
で
校
歌

を
歌
っ
て
お
聞
き
に
な
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
話
し
た
り
な
い
飲
み
た
リ
な
い

人
も
多
く
、

同
級
生
の
庖
も
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
二
次
会
、
三
次

ム
芦
」
八
代
の
夜
を
堪
能
し
ま
し
た
。

次
の
同
窓
会
は
、
古
稀
の
時
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
詳
細
は
未
定

で
す
。
ク
ラ
ス
幹
事
の
皆
様
に
こ
の

紙
上
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

白
石
国
光

/
高

一
六
阿
卒

「
石
垣
島
に
集
う
」

「八
-
高
三
九
ム 

E
は、

二
年
に
一
度
、

各
地
区
幹
事
の
持
ち
廻
り
で
、
独
自

の
企
画
を
立
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

三
年
前
、

「博
多
祇
園
山
笠
」
と
九

州
国
立
博
物
館
見
学
、
そ
し
て
博
多

湾
デ
ィ
ナ
ー
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
み
ま

し
た
。 

(五
土
ハ
，
主
茄
)

今
回
は
、
昨
年
六
月
二
十
一
日
1

二
十
三
日
に
「
石
垣
島
ツ
ア
|
」
を

牢
吾
勾
ハ
ワ
イ
か
ら
の
一
名
を
含
め
、

二
十
七
名
が
参
加
。
南
の
島
の
エ
メ

ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
が
、
私
た
ち

を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
八
重
山
の

大
自
然
に
抱
か
れ
、
絶
品
の
料
理
と

弾
九
た
ム
豆
拍
で
書
簡
の
瞬
間
(
と
き
)

を
過
ご
し
ま
し
た
。
元
村
賢
君
の

白

「舟
蔵
の
里
」
で
の
、
二
夜
に
亘

た
も
の
か
と
幹
事
の
皆
さ
ん
と
協
議

し
延
期
す
る
事
と
し
ま
し
た
。

各
幹
事
が
手
分
け
し
て
延
期
の
旨

を
連
絡
し
た
と
こ
ろ
「
折
角
の
機
会

だ
か
ら
、
何
ら
か
の
形
で
集
ま
り
た

い
」
と
の
要
望
を
出
さ
れ
た
方
々
が

お
ら
れ
ま
し
た
の
で
「
同
級
生
有
志

石
垣
牛
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
堪
能
し

の
集
い
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
出
席

ま 

口
景
慮
、
肩
務
組
ん
で
の
「
校

者
は
十
四
名
、
関
東
以
外
の
方
も
二

歌
」
の
大
合
唱
で
し
た
。

名
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

四
十
五
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
方
も
数

多
く
お
ら
れ
懐
か
し
さ
に
彩
ら
れ
ま

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
参
加
し
た
い
」

し
た
。
あ
る
男
性
は
片
思
い
だ
っ
た


初
恋
の
人
に
四
十
五
年
ぶ
り
に
再
会


し
「
あ
た
は
、
お
つ
が
初
恋
の
人
だ


っ
た
っ
ぽ
い
。
姐
一
つ
九
戸
」
っ
た
が
な
立


と
初
告
白
り
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
初


恋
相
手
の
女
性
は
「
あ
ら
、
そ
ぎ
や


ん
だ
っ
た
つ
ね
。
ち
っ
と
ん
知
ら
ん


だ
っ
た
。
そ
ぎ
ゃ
ん
こ
つ
は
、
そ
ん


k~

時
ゅ
う
て
も
ら
わ
ん
ば
、
わ
か
ら
ん

も
ん
」
と
の
、
お
て
も
や
ん
の
世
界

る
宴
会
の
盛
り
上
が
り
方
は
最
高
で

し
た
。
初
日
は
、
伝
統
舞
踊
と
三
線

に
合
わ
せ
て
の
歌
、
そ
し
て
全
員
参

加
の
力
チ
ヤ
|
シ
ャ
。
舞
台
上
は
、

筆
合
開
会
熱
気
実
岨
れ
ま 

害
白
は
、

kh-

テ
ラ
ス
で
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
の
ラ

イ
ブ
演
奏
と
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
中
で
、

初
参
加
の
竹
之
内 
(長
尾
)
睦
子
さ

「と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ん
は
、

と
の
談
。
来
年
は
、
東
京
で
九
月
に

開
催
弔
走
で
す
。

竹
本

英
明

し
よ
り
来
て
み
な
っ
せ
l
」
の
か
け

八
高
一
八
回
卒
の
同
期
会
を

「さ

声
の
も
と
、
四
月
二
日
に
計
画
し
、

あ
と
は
開
催
す
る
だ
け
と
な
っ
て
い

た
矢
先
の
三
月
十
一
日
に
大
震
災
が

発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ど
う
し

の
会
話
に
出
席
者
一
同
が
大
爆
笑
。

こ
の
よ
う
に
、
方
言
を
斐
え
故
郷
や

M
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E
E

七
八
七

の
一
、
七 

(例
年
に
比
べ、

寒
さ
で
一
週
間

四
ほ
ど
開
花
が
遅

国
れ
た
の
が
、
幸

閉
い
し
た
よ
う
で

幽
す
。
)
不
慣
れ

一
な
初
心
者
を
、

哩
赤
星
君
と
村
山

一
君
が
前
後
で
サ

園
。ホ
ー
卜
し
ア
と
れ
、

回
無
事
登
山
を
終 

-
え
る
こ
と
が
で

聞
き
ま
し
た
。
下

園
山
時
に
は
、
雪

ど
け
で
泥
ス
キ
ー
の
体
験
も
で
き
ま

し
た
。
帰
リ
に
は
、
五
木
の
道
の
駅

に
あ
る
「
五
木
温
泉
」
で
汗
を
流
し

疲
れ
を
と
り
ま
し
た
。
予
定
時
聞
を

や
や
過
ぎ
て
、
集
合
場
所
の
東
陽
町

の
「
菜
摘
館
」
駐
車
場
に
無
事
帰
着
。

お
互
い
の
健
闘
を
ね
ぎ
ら
い
な
が
ら

解
散
し
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
十
四
日 
(土
)
に
は
、

女
性
も
楽
し
め
る
登
山
と
し
て
、
六

組
の
村
山
君
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
卜
し

て
も
ら
い
、
「
久
住
山
登
山
」
を
行
い

ま
し
た
。
女
性
一
名
を
加
え
た
7
名

し
湯
」
。
疲
れ
も
と
れ
、
至
福
の
時
を

週
こ
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
を

見
に
、
六
月
四
日 
(土
)に
は
、
「
平
治

岳
山
登
山
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
(残

念
な
が
ら
、
八
代
組
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
)

一
息
遁
の
会
事
務
居
長

蓑
田
正
一

昭和51年卒

釜
山
で
誓
っ
た
友
情

平
成
二
十
二
年
度
の
八
代
高
校
同

窓
会
担
当
学
年
で
あ
っ
た
私
達
は
、

済
む
こ
と
で
す
。
少
人
数
の
参
加
で

し
た
、が、

二
泊
三
日
の
良
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
で
の
学
年
同
窓
会
が

毎
年
二
月
に
、
熊
本
市
で
も
半
年
に

一
回
行
わ
れ
て
お
り
、
な
ん
と
、
そ

こ
へ、

私
達
八
代
の
メ
ン

バ

も

駆

け
つ
け
て
い
ま
す
。
自
分
達
で
言
う

の
も
な
ん
で
す
が
、
五
十
三
歳
の
パ

ワ
ー
に
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
健
康
に
注
意
し
て
、
五
十
代

を
有
意
義
に
過
ご
し
て
行
き
た
い
と

い「 つ級るま私あ貢学来いさ ど に地ぎはせて仕 体 と
し八二て 生 と す た や 任 年 年 ま せ 声 五 元 哀 そ ん は切の実 ζ
ま代 O 有に ξ 。ち ♀重とはしてを十を~の 。 なら同は心

一星ごも皆のさ大し幹たもか名中ぢ引今りな窓毎配
さイ二ま参に様学 h でて事�  O らけほ心 、継年ま く 会実雪
つヤ年完加、に年一一ー 一一
!ル八 い一ごの 習II!I薗・ ・園田園 、ゎ♀

ホ月 た 人 協同�  ι 圃・・・・s 来れ押
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卒
業
し
て
三
十
年

私
た
ち
三
三
回
卒
同
級
生
は
、
今

年
一
月
二
日
に
八
代
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
に
て
三
十
年
目
の
同
窓
会
を
行
い
、

恩
師
六
名
を
含
め
て
二
八
五
名
の
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
岡
壮
一
代
表
幹
事
長
の
挨
拶
で

懇
親
会
が
始
ま

り
、
恩
師
の
究

生
方
か
ら
ご
挨

拶
を
い
お
き
、

近
況
等
に
つ
い

て
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
私
達
の
同
級
生
で
あ
る
福

岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
秋
山

監
醤
か
ら
は
、
同
窓
会
を
祝
福
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
ド
フ
¥》
戸
)
も
に
、

提
供
い
た
だ
い
た
多
数
の
ホ
ー
ク
ス

ゲ川ノ
ズ
の
抽
選
会
を
行
い
、
グ
ツ
ズ

が
当
た
っ
た
方
は
、
大
喜
び
す
る
な

ど
ス
タ
ー
か
ら
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
会

場
は
大
蛮
盛
り
上
か
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
卒
業
後
三
十
年
と
い

う
長
い
時
間
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

喜
び
、
悲
し
み
、
苦
労
な
ど
様
々
な

人
生
亨
歩
ん
で
き
た
と
思
い
ま
す
が
、

同
窓
会
で
は
そ
う
い
う
の
も
忘
れ
て
、

昔
懐
か
し
い
八
高
時
代
の
話
が
つ
き

ず
、
記
念
写
真
を
撮
る
な
ど
、
あ
っ

と
い
う
聞
に
時
間
が
過
ぎ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

当
日
は
、
初
め
て
の
参
加
者
も
あ

り
、
懐
か
し
い
顔
、
最
後
ま
で
思
い

出
せ
な
か
っ
た
顔
も
あ
っ
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

今
回
の
同
窓
会
に
参
加
い
た
だ
い

た
同
級
生
と
、
運
営
に
協
力
し
て
く

れ
た
幹
事
の
方
々
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
皆
の
健
康
を
祈
り
な
が
ら
、

ま
た
美
味
し
い
酒
を
飲
み
、
語
り
合

う
日
が
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

思
っ
て
い
ま
す
。

思
昭和53年卒

邦
子

「
宝
め
、
久

「
ね
え
ね
え
、
あ
の
人
だ
|
れ
つ
」

笑
顔
と
と
も
に
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
支

わ
さ
れ
る
言
葉
。
八
月
の
第
四
土
曜

l
M
ふ
り
・
」
「
元
気
0」・

日
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
大
同
窓

会
に
集
結
し
た
第
三 

固
卒
の
様
子

O

で
あ
る
。
卒
業
し
て
三
十
四
年
が
立

つ
今
、
私
は
勿
論
の
事
、
失
礼
な
が

ら
同
窓
生
の
顔
や
体
も
そ
れ
な
り
に

蛮
化
を
遂
げ
て
い
る
。
し
か
し
一
旦

言
葉
を
安
わ
す
と
、
気
持
ち
は
す
ぐ

に
三
十
四
年
と
い
う
月
日
を
駆
け
一
戻

リ
、
あ
の
日
に
帰
る
。
や
っ
ぱ
り
同

級
生
は
い
い
な
あ
|
・
こ
ん
な
患
い
を

持
っ
た
の
は
決
し
て
私
だ
け
で
は
な

い
は
ず
。
そ
の
証
拠
に
、
二
次
会
、

三
次
会
、
四
次
会
と
友
と
の
夜
は
永

遠
と
続
い
た
。

「
、
え
私
に
は
案
内
か
来
て
い
な
い
|
」

O
O

m)

O
m

O
TF

今
で
も
支
流
を
深
め
て
お
り
、
毎
月

で
有
川
本
十
古 

躍
の
久
住
山 

(
一
、

経
営
し
て
い
る
「
居

を
含
む
、
中
岳

(一、
七

九
一
一
川
)
、
安
狗
ケ
城
(
一

、

)

名
ほ
ど
で
す
が、

級
の
三
山
を
、
村
山

一
回
、
問
懇

酒
屋
」
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
参
加

七
八 

者
は
約
二 

す
ご

く
仲
が
良
く
、
年
一
回
の
旅
行
も
計

画
し
て
い
ま
す
。
二
十
二
年
は
、
あ

い
に
く
台
風
に
見
舞
わ
れ
中
止
に
な

り
ま
し
た
が
、
二
十
三
年
は
無
事
、

計
画
通
り
「
韓
国
(
釜
山
)
」

へ
行
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
級
生
の
旅

行
の
楽
し
さ
は
、
気
を
使
わ
な
く
て

赤
星
両
ベ
テ
ラ
ン
登
山
家
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
見
事
に
製
朝
し
ま
し
た
。

県
民
運
動
公
園
中
央
駐
車
場
で
の
ハ

プ
ニ
ン
グ
・
コ
ー
ヒ
ー
事
件
や
山
ガ

ー
ル
と
の
交
流
な
ど
話
題

一
杯
で
し

た
。
極
め
つ
け
は
、
黒
川
温
泉
「
の

稲
本

イ斐� 
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劫
先
生

(
中
心
回
)

(
昭
和
お
年
か
ら

昭
和
幻
年
在
理

8月17日(水)14:00 於八代ロイヤルホテル

らズック、もんべからスカートヘ1
判祝日本の復興期を駆け抜けた青春!!

名実ともに文武両道。八高の黄金時代がそこにあった。

署員自
稲
津

阿岡 大
田 原 部

岡
本葉
近

藤

一明
淳
子

(高 管室塑
5
回
) 高22

友
春

佼
子


(高
 

7
回
)


和
子


信
子

(高
5
回
)

(高
6
回
)

(高
8
回
)

(高
9
回
)

教
子

(
高
川
回
)

村
上
満
智
子

竹
本持 集
馬

淵
司
会
一

(
高
什
回
)

翠
(
高
ロ
回
)

好
助

(
一
品
目
回
)

孝
4

彦
(
高
川
回
)

睦
揮

(
高
市
回
)

岡

山

元

紀

八
高
同
窓
一 
ν
会

会

長

昭
和
二
十
五
年

新
制
八
高
入
学
一
期
生
誕
生
日

し
か
し
、
戦
後
の
復
興
期
、

物
資
か
乏
し
く
、
制
服
も
な
く

下
駄
は
き
だ
っ
た
。

(
司
会
)
本
日
は
、
蔦
の
絡
ま
る
旧
校
舎
で
学
ば
れ
、
古

き
良
き
時
代
の
八
高
を
築
か
れ
た
、
八
高
五
回
卒
か
ら
十

五
回
卒
の
皆
さ
ん
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
五
回
卒

は
、
八
高
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
入
学
式
を
経
験
さ
れ

た
新
制
高
校
第
一
期
生
で
、
こ
の
年
に
運
動
会
が
男
女
共

同
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
女
子
の
修
学
旅
行
も
再
開

さ
れ
八
高
の
歴
史
で
一
つ
の
節
目
の
学
年
に
あ
た
り
ま
す

ね
。
ま
た
、
今
回
は
当
時
の
思
師
で
あ
ら
れ
る
、
藤
門
・

竹
内
先
生
の
お
二
人
を
お
迎
え
し
、
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。(藤

門
)
私
は
、
旧
制
八
代
中
学
を
卒
業
後
、
広
島
の
高


等
師
範
で
堂
ぴ
、
新
制
高
校
の
教
師
と
な
り
、
八
高
が
初


任
で
昭
和
二
十
三
年
か
ら
三
十
七
年
の
十
四
年
閣
教
師
を


勤
め
ま
し
た
。
初
任
は
、
当
時
を
思
え
ば
、
終
戦
後
間
も


な
く
の
頃
で
、
物
資
か
乏
し
く
、
制
服
も
あ
り
ま
せ
ん
で


し
た
し
、
裸
足
で
登
校
し
て
く
る
子
供
も
い
ま
し
た
。
そ


1・

の
後
、
経
済
も
だ
ん
だ
ん
と
良
く
な
っ
て
い
き
、
五
回
卒


か
ら
女
子
の
み
の
虚
子
旅
行
が
再
開
さ
れ
、
十
=
白
辛
か


ら
は
男
子
も
加
わ
リ
、
男
女
一
緒
の
修
学
旅
行
が
始
ま
り


ま
し
た
。
五
回
卒
か
ら
十
五
回
卒
の
十
年
間
振
り
返
っ
て


み
る
と
、
「
習
止
か
ら
ズ
ッ
ク
へ
、
も
ん
ぺ
か
ら
ス
カ
ー
ト


へ
」
と
い
う
時
代
で
し
た
ね
。


(
竹
内
)
私
は
、
生
ま
れ
も
青
ち
も

広
島
で
し
た
。

昭
和
三
十
年
に
関
門

海
峡
を
渡
っ
て
、
八
一
口
同
に
赴
任
し
ま

し
た
。
当
時
は
、
工
場
に
活
気
が
あ

リ
、
八
代
は
工
業
都
市
な
ん
だ
な
あ

と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
ね
。
八

代
弁
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
修
学
旅

行
に
二
回
行
き
ま
し
た
。
一
回
目
は

女
子
の
み
で
、
熱
海
の
海
岸
を
散
歩

し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
八

高
に
は
若
い
先
生
が
少
な
か
っ
た
の

で
、
可
愛
が
ら
れ
た
り
、
鍛
え
ら
れ

た
り
、
良
い
経
験
を
積
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

(
阿
部
)
私
は
、
新
制
中
学
か
ら
入

学
し
ま
し
た
。
先
輩
方
が
ず
い
ぶ
ん

大
人
に
見
え
ま
し
た
ね
。
非
常
に
混

乱
し
た
時
代
で
制
服
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
し
、
た
い
て
い
は
、

下
駄
履

き
で
登
校
し
て
い
ま
し
た
。
入
学
時

は
十
五
ク
ラ
ス
六 

名
で
し
た
が
、

名
に
減
っ
て
い
ま

OO
O

卒
業
時
は
四
八

し
た
。

(
稲
津
)
今
か
ら
六
十
年
前
に
八
高

に
入
学
し
ま
し
た
。
通
学
は
下
駄
履

き
で
、
鼻
緒
が
切
れ
た
り
、
雨
の
日

は
、
裸
足
で
登
校
し
て
い
ま
し
た
。

鞄
も
な
く、

教
科
書
は
風
呂
敷
に
包

ん
だ
り
、
組
で
括
っ
た
リ
し
て
い
ま

し
た
。
援
業
は
、
女
学
校
と
旧
制
中

学
校
の
校
舎
を
行
っ
た
り
来
た
り
し

て
受
け
て
い
ま
し
た
。
体
育
の
一
捜
業

で
、
武
道
必
須
に
な
り
、
柔
道
で
鍛

わ
れ
ま
し
た
。
運
動
会
で
は
、
仮
装

行
列
か
あ
リ
楽
し
み
で
し
た
ね
。

活
発
だ
っ
た
生
徒
自
治
会
活
動

騒
音
問
題
が
や
が
て
新
校
舎
建
設
の

気
運
に

(
大
原
)
私
た
ち
は
県
が
実
施
し
た

統
一
入
学
テ
ス
ト
で
入
学
し
た
最
初

の
学
年
で
し
た
。
十

一
ク
ラ
ス
あ
り

ま
し
た
。
私
は
、
生
徒
会
と
弁
論
部

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
二
十

八
年
の
熊
本
大
水
害
の
時
は
、
生
徒

会
自
治
会
で
有
志
を
募
り
、
約一 

名
で
県
立
第
二
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
に
い
き
ま
し
た
。
自
治
会
活

O

O 

動
が
活
発
で
、
議
員
バ
ッ
ジ
も
あ
リ

ま
し
た
ね
。

(
岡
田
)
私
は
、
七
回
卒
に
な
リ
ま

す
が
、
昭
和
四
十
三
年
か
ら
六
十
二

年
ま
で
の
こ
十
年
間
八
高
で
世
界
史

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
二
年
生
の

時
、
図
書
館
が
で
き
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

(
藤
門
)
昭
和
二
十
六
年
の
創
立
五

十
周
年
の
式
典
の
中
で
、
図
書
館
建か

設
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、
県
に
金
、

な
か
っ
た
の
で
、
建
設
資
金
の
半
分

を
卒
業
生
か
ら
の
寄
付
に
頼
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
の

中
村
昌
信
校
長
と
共
に
、
毎
週
土
日

卒
業
生
に
お
願
い
に
回
っ
た
が
、
半

分
は
集
ま
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

よ
う
や
く
、
昭
和
二
十
八
年
に
開
館

し
ま
し
た
。
こ
の
や
り
方
は
、
後
に

永
碇
の
新
校
舎
建
設
の
折
に
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

(
岡
田
)
新
校
舎
建
設
の
気
運
の
一

つ
に
、
非
常
に
ひ
ど
か
っ
た
騒
音
問

題
が
あ
リ
ま
し
た
ね
。
校
舎
の
前
に

産
筆
書
~
路
が
で
き
、
砂
到
白 

の
上
に
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
往
来
、
商
居
の
宣

L

伝
力
ー
の
大
声
な
ど
、
と
に
か
く
ひ

ど
く
て
、
授
業
が
成
り
立
た
な
か
っ 

蕗門 効 先生� 

竹内 頼夫元生
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た
で
す
。

一
級
下
の
生
徒
自
治
会
長

の
久
野
君
が
、
何
ぺ
ん
も
県
の
教
育

委
員
会
や
、
警
察
署
長
に
訴
え
て
歩

き
、
そ
の
功
あ
っ
て
、
ず
い
ぶ
ん
と

静
か
に
な
っ
た
と
日
指
し
て
い
ま
す
。

当
時
、
生
徒
会
活
動
は
活
発
で
し
た

ね。(
佐
藤
)
私
達
が
二
年
生
の
時
か
ら
、

校
舎
の
移
転
の
話
が
も
ち
あ
が
り
ま

し
た
。
理
由
は
、
騒
音
と
工
場
が
出

す
悪
臭
で
し
た
。

(
竹
内
)
昭
和
三
十
四
年
に
新
校
舎

の
期
成
ム
再
か
で
き
、
夜
は
み
ん
な
で

寄
付
金
集
め
に
卒
業
生
宅
を
訪
問
し

ま
し
た
。
新
校
舎
は
永
碇
の
田
ん
ぼ

の
中
に
ぽ
つ
ん
と
立
っ
て
い
ま
し
た
。

新
校
舎
に
は
、
最
初
は
一
年
生
だ
け

が
入
り
、
ザ
ラ
紙
に
印
刷
し
た
試
験

の
問
題
用
紙
を
松
江
の
校
舎
か
ら
、

あ
ぜ
道
を
走
っ
て
届
け
た
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。

楽
し
か
っ
た

運
動
会
の
東
海
道
五
十
三
次
‘

仮
装
行
列

(
阿
部
)
仮
装
行
列
で
は
、
東
海
道

五
十
三
次
を
し
ま
し
た
が
、
ず
い
ぶ

ん
時
閣
が
か
か
っ
て
ま
し
た
。
担
任

の
先
生
を
寵
に
乗
せ
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
一
周
す
る
の
で
す
が
、
中
の
先
生

は
ず
い
ぶ
ん
と
揺
ら
れ
大
変
だ
っ
た

み
た
い
で
し
た
ね
。

(
岡
田
)
私
た
ち
は
、
連
費
云
で
は
、

一
塁
量
五
十
三
次
の
最
後
の
学
年
で
、

仮
装
行
列
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時

は
、
大
学
浪
人
が
多
か
っ
た
せ
い
か

「
六
・
三
三
一
四
年
制
の
実

現
」
と
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
行
進
し

て
い
た
人
も
い
ま
し
た
。
ビ
キ
二
環

礁
の
水
爆
実
験
が
行
わ
れ
た
年
で
、

原
水
爆
禁
止
の
プ
ラ
カ
ー
ド
も
目
立

つ
で
い
ま
し
た
。

(
竹
内
)
運
動
会
は
、
梅
雨
時
期
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
毎
年
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ぞ
う
き
ん
と
バ
ケ
ツ

で
水
を
吸
い
取
っ
て
い
ま
し
た
。
運

動
会
に
は
立
派
な
櫓
が
立
っ
て
い
ま

し
た
。
生
徒
会
活
動
が
活
発
で
、
選

挙
運
笥
か
盛
ん
で
し
た
。
運
聖
吾
、

仮
装
行
列
車
か
一
番
の
人
気
で
し
た
。

大
変
モ
ダ
ン
な
も
の
で
し
た
ね
。

(
政
木
)
運
動
会
で
は
、
仮
装
行
列

が
盛
ん
で
、
保
護
者
も
準
備
を
手
伝

っ
て
く
れ
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

修
学
旅
行
の
再
開
!

初
め
は
女
子
だ
け
で
し
た

(
阿
部
)
再
開
さ
れ
た
修
学
旅
行
は

女
子
だ
け
で
、
金
沢
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。
女
子
だ
け
の
三
ク
ラ
ス
と
他

の
共
学
の
ク
ラ
ス
は
希
望
者
の
み
参

加
し
て
い
ま
し
た
。

(
岡
田
)
私
た
ち
も
、
修
学
旅
行
は

女
子
だ
け
で
し
た
。
先
生
方
か
ら
、

戸
打
矢
先
い
人
は
自
担
ι
。
し
か
し
、

大
学
受
験
を
す
る
人
は
、
行
か
な
い

ほ
う
が
好
ま
し
い
。
君
た
ち
が
行
こ

う
が
行
き
ま
い
が
、
授
業
は
、
進
め

て
い
く
の
で
、
そ
れ
で
も
よ
い
の
な

ら
行
つ
で
も
よ
い
」
と
い
わ
れ
た
の

で
、
進
学
を
考
え
て
い
る
女
子
は
、

ほ
と
ん
ど
行
か
ず
、
女
子
の
半
分
く

ら
い
の
参
加
で
し
た
ね
。

(
岡
本
)
修
学
旅
行
を
め
ぐ
っ
で
は

生
徒
会
で
「
な
ぜ
男
子
は
行
か
せ
な

い
の
か
」
と
大
騒
動
が
あ
っ
た
の
を

記
憶
し
で
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、

修
学
旅
行
は
、
女
子
の
み
二
三
年

仕
+
合
同
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
「
男

子
は
受
験
で
忙
し
い
し
、
将
来
東
京

に
行
く
機
会
が
あ
る
。
女
子
は
た
い

が
い
が
卒
業
後
結
婚
し
て
、
都
会
へ

行
<
機
会
が
な
い
」
と
い
う
の
が
理

由
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
東
京
と
京

都
の
旅
行
か
ら
帰
つ
で
き
た
ら
男
子

か
ら
ブ 
1

イ
ン
グ
が
起
こ
り
ま
し
た
。

男
子
も
行
き
た
か
っ
た
ん
だ
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。
当
時
は
、
男
女
共
学

と
は
い
え
、
学
校
側
と
し
で
は
、
風

紀
の
問
題
を
と
て
も
注
意
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
本
当
の
理
由

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

ねけ(
。の司
修会
学)

旅竹
行本
最さ
後ん
の達

年
学が

、

で女
し子
ただ

(
竹
本
)
そ
つ
で
す
。
男
子
も
旅
行

に
行
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く

で
、
血
気
盛
ん
な
男
子
生
徒
が
四
、

五
人
で
校
長
室
に
談
判
に
押
し
掛
け

ま
し
た
。
初
め
は
、
校
長
先
生
も
従

来
通
リ
の
返
窓
口
で
、
拒
否
し
て
い
ま

し
た
が
、
机
を
た
た
い
て
熱
弁
す
る

彼
ら
に
、
心
を
動
か
さ
れ
「
よ
し
解

っ
た
。
」
と
言
つ
で
許
可
さ
れ
た
そ
う

で
、
み
ん
な
万
歳
と
叫
ん
で
、
大
層

喜
ん
戸
辛
と
つ
で
す
が
、
校
長
日
ζ

「た

だ
し
、
今
年
は
間
に
合
わ
ん
、
準
備

の
都
合
で
来
年
か
ら
実
施
す
る
。
」
と

の
事
で
、
み
ん
な
、
が
っ
か
り
し
た
そ

う
で
す
よ
笑
)
何
時
も
そ
の
時
の
話

で
、
同
窓
会
は
賑
わ
っ
て
ま
す
。
六

十
歳
の
還
暦
同
窓
会
で
は
、
「
遅
れ

ば
せ
な
が
ら
、
虚
子
捧
手
』
や
ろ
う
」

と
の
事
で
、
東
京
熱
海
の
二
泊
三

日
の
佳
子
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

(
佐
藤
)
私
た
ち
が
二
年
生
の
時
、

初
め
て
男
女
一
緒
の
修
学
旅
行
が
始

ま
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
サ
ッ
カ

ー
部
は
全
国
大
会
へ
の
出
場
の
た
め

参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
京
で

は
、
十
人
位
で
グ
ル
フ
行
動
が
で

き
ま
し
た
が
、
案
内
に
東
京
在
住
の

先
輩
方
が
引
率
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
後
に
八
代
市
長
に
な
ら

れ
た
木
村
健
一
さ
ん
(
野
球
部
の
都

合
で
、
熊
高
へ
編
入
)
に
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
同
じ
班
に
は

現
八
代
市
長
の
福
島
和
敏
君
が
い
ま

し
た
。
偶
然
で
す
か
ね
。
初
め
て
の

男
女
一
緒
の
修
学
旅
行
で
し
た
が
、

遠
慮
し
て
男
女
別
々
に
行
動
し
て
い

ま
し
た
。
前
の
年
に
東
京
タ
つ
が

で
き
、
活
気
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
修

学
旅
行
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
東
京

の
大
学
を
志
望
す
る
人
が
増
え
た
の

も
事
主
で
し
た
。

文
武
両
道
八
高
の
黄
金
時
代

(
司
会
)
政
木
さ
ん
は
水
泳
部
で
し

た
よ
ね
。
美
人
の
政
木
さ
ん
の
水
着

姿
に
あ
こ
が
れ
て
、
男
子
が
多
く
水

泳
部
に
入
っ
た
と
御
伺
い
し
て
い
ま

す
。
(笑)

(
政
木
)
そ
れ
は
ど
う
で
し
ょ
う
か

!;稲 

阿部 j事手さん

一日月 さん

(
笑
)
。
当
時
、
八
高
に
は
プ
ー
ル
が

な
か
っ
た
の
で
野
よ
の
市
営
プ

ル
で
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
萩
原
の

鉄
橋
下
の
球
磨
川
で
も
練
習
し
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
八
高
の
そ
ば
の
大

学
霞
頭
を
食
べ
て
、
毎
日
練
習
に
通

い
ま
し
た
ね
。 

2
3

(
竹
本
)
テ
ニ
ス
部
に
い
ま
し
た
が
、

練
習
相
手
の
下
級
生
の
男
子
が
、
後

に
、
徳
島
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
で

優
勝
し
ま
し
た
。
今
で
も
当
時
の
ク

ラ
ブ
員
連
と
受
流
か
続
い
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
部
で
汗
を
涜
し
た
こ
と
は
、

青
春
開
代
の
思
い
出
と
し
て
、
心
に

強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

(
司
会
)
佐
藤
さ
ん
は
こ
年
と
三
年

の
時
、
一 

と
二 

の
バ

O
O
m

O
O
m

タ
フ
ラ
イ
で
全
国
優
勝
さ
れ
、
卒
業

さ
れ
て
か
ら
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
さ
れ
ま
し
た
ね
。
そ
の
時
の

日
本
選
手
団
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
八

高
体
育
館
の
玄
関
に
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。(

佐
藤
)
私
は
、
国
体
に
出
場
さ
れ

た
美
人
の
政
木
先
輩
の
水
着
姿
に
あ

こ
が
れ
て
、
水
泳
部
に
入
り
ま
し
た

(
笑
)
。
水
泳
部
の
顧
問
は
児
玉
先
生

で
し
た
が
、
担
任
は
、
体
育
の
大
堀

先
生
で
し
た
。
先
生
か
ら
「
俺
の
ク

ラ
ス
に
い
た
ら
、
心
配
せ
ず
、
三
年

間
ズ
|
ツ
と
水
泳
が
で
き
る
ぞ
」
と友春さん
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A凶
岡田 佼予さん

。世


和子さん

政木 信号さん

言
わ
れ
、
選
択
科
目
も
先
生
の
ク
ラ

ス
に
入
れ
る
よ
う
変
更
し
て
も
ら
い

ま
し
た
(
笑
)
。
野
上
の
市
営
。
フ
ル

で
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
予
備
に
、

三
楽
の
プ
ー
ル
を
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
プ
ル
が
使
用
出
来

な
か
っ
た
時
に
は
、
萩
原
の
鉄
橋
下

で
泳
い
で
い
ま
し
た
。

(
司
会
)
佐
藤
さ
ん
達
の
時
代
は
、

水
泳
で
全
国
優
勝
し
、
男
子
テ
ニ
ス

部
が
全
国
制
覇
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
全

国
大
会
出
場
す
る
な
ど
、
素
晴
ら
し

い
成
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
ね
。

(
藤
門
)
そ
れ
に
、
東
大
・
京
大
な

ど
有
名
大
学
に
も
ボ
ン
ボ
ン
受
か
っ

た
。
ま
さ
に
、
文
武
両
道
を
地
で
行

く
時
代
で
し
た
。
ま
さ
に
八
高
の
黄

〈
帝
時
代
で
し
た
ね
。

(
佐
藤
)
当
耳
の
吉
田
茂
八
校
長
は
、

事
あ
る
ご
と
に
「
運
動
す
る
も
の
は

勉
強
も
で
き
る
」
と
熱
弁
を
振
る
わ

れ
、
「
文
武
両
道
」
を
熱
心
に
説
か
れ

て
い
ま
し
た
。
本
来
、
八
高
は
進
学

校
で
あ
り
、
他
の
高
校
に
比
べ
、
運

動
施
設
が
充
実
し
て
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
生
徒
が
頑
張
っ
た
ん
で
し
ょ

う
ね
。

(
竹
内
)
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
狭
い
う
え

に
曜
上
、
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
と

共
同
で
使
っ
て
い
ま
し
た
。
水
は
け

も
悪
く
劣
悪
で
し
た
。
野
球
は
、
野

上
の
軒
鼓
場
で
墾
自
し
て
い
ま
し
た
。

た
だ
、
テ
ニ
ス
コ
ト
だ
け
は
立
派

で
し
た
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
バ
レ
ー

コ
ー
ト
が
二
面
ず
つ
あ
り
、
そ
の
隣

に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
卜
、
そ
の
隣

に
講
堂
が
あ
り
、
そ
の
隣
に
武
道
場

が
あ
り
ま
し
た
ね
。

今
に
続
く
八
高
の
伝
統

ノ
ン
ポ
リ
気
質

(
司
会
)
村
林
さ
ん
達
が
入
学
さ
れ

た
こ
ろ
は
、
六
十
年
安
保
の
時
で
、

全
国
の
高
校
で
は
、
集
会
や
デ
モ
が

行
わ
れ
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

八
高
は
ど
-
つ
で
し
た
か
。

(
村
林
)
八
高
生
は
、
元
来
ノ
ン
ポ

リ
の
気
質
で
し
た
か
ら
、
〈
王
国
の
騒

動
は
、
対
岸
の
火
事
と
い
っ
た
異
合

で
、
な
に
も
し
な
か
っ
た
で
す
ね
。

(
司
会
)
昭
和
三
十
五
年
の
十
月
に

あ
っ
た
創
立
六
十
周
年
式
典
で
の
吉

田
茂
八
校
長
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

当
時
の
八
高
生
の
ノ
ン
ポ
リ
的
な
気

質
に
対
し
「
八
高
は
、
い
ろ
ん
な
長

所
が
あ
る
半
面
、
八
代
大
学
的
な
自

尊
心
が
過
剰
で
あ
り
、

鷹
揚
過
ぎ
、

の
ん
き
過
ぎ
、
根
気
強
さ
粘
り
強
さ

に
欠
け
る
こ
と
が
八
高
生
の
弱
点
で

あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

(
藤
門
)
旧
制
中
学
校
の
こ
ろ
か
ら

蔦
の
絡
ま
る
旧
校
舎

(
馬
淵
)
私
は
昭
和
三
十
五
年
に
入

学
し
ま
し
た
。
文
武
両
道
の
素
晴
ら

し
い
八
高
の
時
代
は
、
前
の
学
年
の

皆
さ
ん
で
終
わ
り
ま
し
た
(
笑
)
。
正

直
入
学
し
た
こ
ろ
の
八
高
は
す
ご
か

っ
た
で
す
。
だ
け
ど
、
私
た
ち
の
学

年
は
、
思
い
や
り
、
優
し
さ
、
団
結

心
に
あ
ふ
れ
た
学
年
で
し
た
。
旧
校

舎
の
屋
上
で
の
思
い
出
が
強
く
残
っ

て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
屋
上
で
よ
く

避
ひ
ま
し
た
。
サ
ツ
力
や
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
弁
当
を
食
べ

た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
恋
を
し
た
り
、

屋
上
は
、
八
高
生
の
社
斐
場
で
し
た

ね
。
そ
う
い
え
ば
、
便
所
が
一
階
で

し
た
の
で
、
め
ん
ど
く
さ
く
て
屋
上

か
ら
用
を
足
し
た
人
も
い
ま
し
た
。

懐
か
し
い
旧
校
舎
で
し
た
が
、
私
、
か

教
育
事
務
所
に
勤
め
て
い
た
時
、
新

校
舎
へ
の
移
転
の
た
め
取
り
壊
す
場

面
に
遭
遇
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
八

年
か
九
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ク

レ
ー
ン
で
釣
ら
れ
た
大
き
な
鉄
球
で

「
ド
ン
ド
ン
」
と
崩
さ
れ
て
い

く
光
景
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

旧
校
舎
を
懐
か
し
み
、
思
わ
ず
手
を

合
わ
せ
ま
し
た
。

(
大
原
)
旧
校
舎
の
隣
に
は
、
白
百

合
学
園
が
あ
り
、
よ
く
、
屋
上
か
ら

手
鏡
で
サ
イ
ン
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

白
亘
口
に
は
美
人
か
多
か
っ
た
。
(
き

(
岡
田
)
屋
上
の
へ
り
を
逆
立
ち
し

て
歩
い
て
い
た
人
か
い
ま
し
た
ね
。

(
村
上
)
た
い
が
い
の
人
は
、
そ
こ

を
走
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
危
な
か
っ

た
で
す
ね
。

(
竹
内
)
屋
上
に
は
、
天
文
部
の
風

速
計
が
置
い
て
あ
り
、
建
前
上
は
天

文
部
以
外
の
生
徒
は
立
ち
入
り
禁
止

だ
っ
た
ん
で
す
が
ね
。

(
司
会
)
十
六
回
卒
の
皆
さ
ん
か
ら
、

旧
校
舎
の
模
型
を
作
っ
て
ほ
し
い
と

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
十
六
回

は
三
年
間
旧
校
舎
で
勉
強
し
た
最
後

の
学
年
で
す
か
ら
、
思
い
出
が
深
い

の
で
し
ょ
う
。

新
校
歌
「
道
」
の
誕
生

(
竹
内
)
昭
和
三
十
二
年
に
新
し
い

弦
軟
か
決
ま
り
ま
し
た
。
渡
辺
先
生
、

田
口
先
生
と
共
に
、
作
家
の
耕
治
人

氏
に
作
詞
を
お
願
い
に
行
去
迂
し
た
。

ま
た
、
耕
治
人
氏
の
紹
介
で
新
鋭
の

林
光
氏
に
、
作
曲
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
歌
い
に
く
い
校
歌
で
し
た
が
、

当
時
と
し
て
は
、
特
異
的
な
校
歌
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
耕
治
人
氏
と
は
、

何
へ
ん
か
飲
む
理
石
か
あ
り
ま
し
た
。

良
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

(
近
藤
)
士
一
年
生
の
文
化
祭
の
時
、

新
し
い
校
歌
の
発
表
式
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
コ
ー
ラ
ス
部
で
し
た
の
で

そ
の
時
歌
っ
た
の
で
す
が
、
今
ま
で

の
生
徒
歌
と
は
遣
い
、
歌
い
辛
か
っ

た
で
す
。
式
典
で
は
、
耕
治
人
氏
の

講
演
会
が
あ
リ
氏
へ
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
罵
の
絡
ま
る
校
舎
が
好

き
で
し
た
。
学
校
前
の
産
業
道
路
も

舗
装
さ
れ
、
騒
音
問
題
は
改
善
さ
れ

て
割
と
静
か
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

当
時
の
八
高
は
、
高
校
生
活
に
ゆ
と

り
が
あ
り
ま
し
た
。
勉
強
だ
け
で
は

な
く
、
自
主
活
動
も
盛
ん
で
し
た
。

私
は
、
日
本
舞
踊
を
習
っ
て
い
て
、

高
二
の
田
名
取
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
校
生
の
名
取
は
、
八
代
で
は
最
初

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

(
藤
門
)
天
文
部
と
言
え
ば
十
三
回


卒
が
二
年
の
時
に
、
宮
崎
の
高
千
穂


峡
で
九
州
の
高
校
の
天
文
部
が
集
ま


っ
て
合
宿
を
や
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン


プ
フ
ァ
イ
ヤ
の
時
、
各
校
の
校
歌


の
歌
合
戦
が
あ
り
ま
し
た
が
、
八
高


か
ら
は 

君
が
代
表
し
て
、
真
っ
赤


な
顔
で
新
し
い
校
歌
を
歌
い
ま
し
た


が
、
ほ
か
の
高
校
か
ら
は
評
判
が
良


く
な
か
っ
た
で
す
ね
。
八
高
校
歌
は


特
異
的
で
、
優
し
い
調
べ
の
テ
ン
ポ


の
緩
や
か
な
由
で
し
た
が
、
他
校
の


校
歌
は
テ
ン
ポ
が
速
く
勇
ま
し
い
曲


が
多
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。


(
佐
藤
)
八
高
が
甲
子
園
へ
行
っ
て

歌
う
場
合
、
も
う
少
し
ア
レ
ン
ジ
し

た
方
怖
か
い
い
で
す
よ
。
ロ
ッ
ク
調
と

か
い
く
つ
か
の
パ
ジ
ョ
ン
を
用
意

し
て
お
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

四
回
卒
の
作
曲
家
の
森
岡
賢
一
郎
さ

M

事聖子さん

村上満智子さん

竹本 望書さん

そ
の
風
潮
は
あ
リ
ま
し
た
ね
。
い
い

意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
八
高
の
伝

統
で
し
た
。

青
春
を
謡
歌
し
た

近藤
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な
り
、
八
高
生
活
も
良
く
な
っ
て
き

た
ん
だ
な
あ
と
い
う
印
象
で
す
。
私

は
、
八
高
に
通
っ
た
こ
と
に
誇
り
を

持
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
関
代
は
、

ま
だ
ま
だ
、
高
校
に
進
学
す
る
人
は

少
な
か
っ
た
で
す
し
、
ま
し
て
や
、

女
子
と
な
る
と
た
い
て
い
の
人
は
中

卒
で
し
た
。
だ
か
ら
、
選
ば
れ
て
き

た
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
入
学
時
に
は
制
服
を

着
て
く
る
子
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、

三
年
生
に
な
る
と
、
み

ん
な
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
て
い
ま
し
た
。

一
年
一
年
豊
か
に
な
っ
て
き
た
時
代

で
し
た
。
私
は
高
校
時
代
、
卓
球
部

で
し
た
。
今
で
も
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
時
の
同
級
生
と
ダ
ブ
ル
ス
を
組

ん
で
シ
ニ
ア
の
全
国
大
会
に
出
場
し

て
い
ま
す
。
八
高
時
代
の
か
け
が
え

の
な
い
友
達
と
の
紳
は
、
今
も
続
い

て
い
ま
す
。

(
司
会
)
そ
れ
で
は
こ
れ
で
座
談
会

を
終
わ
り
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

佐藤 犯関さん

ん
に
、
編
曲
し
て
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
ね
。

O

(
大
原
)
森
岡
さ
ん
は
、
八
高
時
代

の
練
習
の
際
に
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

を
三
年
間
で
た
た
き
壊
し
た
と
い
う

有
名
な
話
が
あ
り
ま
す
ね
。

(
藤
門
)
関
東
同
窓
会
の
折
に
森
岡

君
に
編
曲
を
お
願
い
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
な
か
な
か
実
現
で
き
ま

せ
ん
な
。
な
に
せ
、
大
蛮
忙
し
い
方

な
の
で
。

(
司
会
)
ば
っ
て
ん
、
野
球
部
が
強

く
な
け
れ
ば
甲
子
園
で
は
歌
え
ま
せ

ん
か
ら
ね
。

(
岡
田
)
春
の
甲
子
園
に
二
十
一
世

紀
枠
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
八
高
の

場
合
、
熊
高
と
一
緒
で
、
旧
制
中
学

初
頭
か
ら
野
球
部
が
あ
り
ま
し
た
よ

ね
。
十
九
世
紀
か
ら
ず
ー
っ
と
野
球

部
が
あ
る
と
い
う
事
で
十
九
世
紀
枠

と
い
う
の
が
あ
れ
ば
出
場
出
来
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
(
位
十

あ
だ
名
で
作
っ
た
時
間
割


男
女
共
学
の
進
展


充
実
し
た
ク
ラ
ブ
ー
範


大
盛
会
の
文
化
祭


楽
し
か
っ
た
八
高
時
代


今
も
続
く
同
級
生
の
紳
は
固
く


(
大
原
)
弁
論
部
で
、
県
の
弁
論
大

会
で
優
勝
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

村林 孝彦さん

軍さん J。霊馬淵

自
治
会
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
実
績
を
貫

わ
れ
、
卒
業
時
に
、
校
長
か
ら
功
労

賞
と
し
て
八
高
の
校
章
入
り
の
文
鎮

を
も
ら
い
、
大
事
に
し
て
い
ま
す。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
仙
台
か
ら

参
加
し
て
く
れ
た
旧
友
も
い
ま
し
た
。

(
岡
本
)
当
時
は
夜
学
が
盛
ん
で
し

た
。
英
語
や
数
学
で
は
、
先
生
の
自

宅
に
押
し
掛
け
て
、
勉
強
し
て
い
ま

大
学
受
験
を
目
指
す
人
は
、
た
い
て

い
夜
学
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

(
村
上
)
私
た
ち
が
入
学
し
た
こ
ろ

に
は
、
男
女
共
学
に
な
っ
て
久
し
く

な
っ
で
い
た
せ
い
か
、
男
女
の
仲
が

良
か
っ
た
で
す
ね
。
映
画
に
行
っ
た

り
、
釣
り
に
行
っ
た
り
、
山
登
り
し

た
り
、

一
緒
に
良
く
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
私
は
、
男
子
の
制
服
を
着
て
運

動
会
の
応
援
団
を
や
っ
た
り
、
ク
ラ

ス
マ
ッ
チ
の
駅
伝
大
会
で
は
、
自
転

車
で
伴
走
し
た
り
、
内
緒
で
す
け
ど

オ
ー
ト
バ
イ
の
後
ろ
に
乗
っ
て
ド
ラ

イ
ブ
も
し
ま
し
た
。
お
転
婆
と
言
わ

れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私

吉
の
林
鹿
寺
で
三
泊
四
日
の
合
宿
を

し
ま
し
た
。
男
女

一
緒
の
合
宿
で
し

た
が
、
御
堂
に
蚊
帳
を
用
つ
で
み
ん

な
で
寝
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。

(
政
木
)
水
泳
部
の
顧
問
は
児
玉
先

生
で
し
た
。
や
さ
し
く
、
大
好
き
な

究
生
で
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
八
高

生
は
先
生
の
あ
だ
名
付
け
が
う
ま
か

っ
た
で
す
ね
。

(
村
上
)
あ
だ
名
の
時
間
割
表
が
あ

り
ま
し
た
ね
。
物
理
の
田
中
先
生
は

っ
き
よ
う
て
ん
」
、
国
語
の
中
型
冗
生

は
「
し
ゃ
|
し
ゃ
|」
、
体
育
の
大
堀

先
生
は
、
い
つ
も
ブ
ツ
プ
ツ
言
っ
て

(阿
部
)
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
で
は
テ
二

ス
大
会
「
か
あ
り
ま
し
た
。

(
佐
藤
)
美
術
部
の
正
木
先
生
の
揮

業
は
ユ
ニ
ー
ク
で
し
た
。
き
れ
い
に

描
く
と
い
う
よ
り
、
感
性
豊
か
に
描

く
乙
と
に
重
き
を
置
か
れ
る
先
生
で

抽
象
画
的
な
も
の
が
評
価
さ
れ
て
い

ま
し
た
ね
。
読
書
感
想
画
と
か
あ
り

ま
し
た
。

(
村
上
)
そ
う
言
え
ば
、

音
楽
を
聴

い
て
感
想
画
を
描
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

(大
原
)
私
は
、
二
見
か
ら
汽
車
で

通
っ
て
い
ま
し
た
。
駅
か
ら
は
、
産

業
道
路
を
隊
列
を
組
ん
で
八
高
へ
歩

い
て
登
校
し
て
ま
し
た
ね
。
汽
車
の

中
で
は
、
赤
尾
の
豆
単
を
使
っ
て
、

み
ん
な
英
単
語
の
勉
強
を
し
て
い
ま

し
た
。
朝
早
く
起
き
て
い
た
の
で
、

暖
か
減
っ
て
二
時
間
目
の
終
了
後

に
弁
当
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
昼
は

売
庖
の
コ
ッ
ペ
パ
ン
買
い
に
行
列
を

作
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

(
村
上
)
大
野
か
ら
来
る
友
達
が
い

て
、
朝
四
時
に
起
き
て
通
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
摂
業
が
終
わ
る
と
、
急

い
で
駅
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
、
八
高
の
三
年
聞
は
、

全
然
八
代
の
町
を
歩
い
た
こ
と
が
な

い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
(
笑
)

(村
林
)
文
化
祭
が
盛
ん
で
し
た
。

秋
に
二
日
間
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
当
時
大
流
行
だ

っ
た
、

歌
声
喫
茶
を
し
ま
し
た
。
藤

門
先
生
に
お
願
い
し
て
、
物
理
教
室

を
お
借
り
し
、

暗
琶
雪
主
張
り
巡
り
し
、

お
ら
れ
た
の
で
「
メ
タ
ン
ガ
ス
」
と 

照
明
は
、

パ
ラ
フ
ィ
ン
紙
を
貼
っ
て

め
だ
名
が
つ
い
て
い
ま
ド
交
寒	 

夜
の
雰
囲
気
作
り
に
工
夫
し
ま
し
た
。

物
理
室
の
、
ア
ン
プ
と
ス
ピ
ー
カ
ー
、

マ
イ
ク
を
利
用
し
、
パ
ッ
チ
シ
で
し

た
。
コ
ー
ヒ
と
ケ
ー
キ
を
出
そ
う

と
し
ま
し
た
が
、
保
健
所
の
許
可
が

い
る
と
の
事
で
整
ん
け
で
し
た
が
、

U
2

大
盛
会
で
し
た
。
歌
声
喫
茶
は
、
ロ

シ
ヤ
民
一
諸
が
主
体
で
し
た
が
、
私
た

ち
の
は
、
流
行
歌
オ
ン
リ
ー
で
し
た

(
笑
)
。
私
た
ち
の
時
代
に
は
男
女
共

学
が
定
着
し
て
お
り
、
先
輩
方
が
築

か
れ
て
こ
ら
れ
た
芸
品
画
壇
に
加
え
、

勉
強
も
や
り
、
部
活
も
盛
ん
で
、
男

女
も
仲
良
く
付
き
合
い
、
楽
し
い
学

園
生
活
で
し
た
ね
。

(
稲
津
)
皆
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て


い
ま
す
と
、
時
代
の
流
れ
を
感
じ
ま


す
。
年
を
重
ね
る
ご
と
に
、

高
校
生


活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
さ
れ
て
き
た
み
た


い
で
す
ね
。
本
当
に
い
い
時
代
に
な


り
ま
し
た
ね
。


(
阿
部
)
私
た
ち
の
頃
は
、
な
に
も

な
い
時
代
で
し
た
が
、
年
々
豊
か
に

現
在
は
、
同
級
生
の
女
房
と
互
い
に

同
窓
会
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
今

年
は

二
八 
O
名
の
間
経
+矛
集
ま
り
、

C
F
E

し
た
。

当
時
は
、
進
学
塾
も
な
く、

は
、
男
女
は
本
来
平
等
で
あ
る
と
考

え
て
い
た
の
で
、
や
っ
て
た
こ
と
は

ご
く
普
通 

思
っ
て
い
ま
す
。

男
女

一
緒
の
修
学
旅
行
の
さ
き
が
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
美
術
部
で
人
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怠
式

立志式の様子 (7月 15日)

八
代
中
学
校
完
成
年
度

早
い
も
の
で
、
八
代
中
学
校
も
開

校
三
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
地
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一

歩
一
歩
新
し
い
道
を
切
り
拓
き
な
が

ら
新
し
い
伝
統
の
礎
を
築
い
て
い
ま

す
。
平
成
二
十
三
年
四
月
八
日
、
一
二

期
生
の
入
学
と
と
も
に
、
今
年
度
、

八
代
中
学
校
は
一
年
生
か
ら
三
年
生

ま
で
全
学
年
が
揃
い
、
中
学
校
全
校

生
徒
も
二
百
四
十
名
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
回
入
学
式
(中
高
新
入
生
代
表」

開
校
三
年
目
を
迎
え
て

八
代
中
学
校
教
頭

里
永
典
隆

『
輝
』
属
雛
祭
(
体
育
の
部
)

初
め
て
六
学
年
が
揃
っ
て
実
施
さ

れ
た
鳳
雛
祭 
(体
育
の
部
)
。

『輝
』
を

一
ア
|
マ
と
し
、
晴
天
の
中
行
わ
れ
ま

し
た
。

特
に
、
今
年
度
は
、
中
高
六
学
年

全
校
生
徒
千
五
十
五
人
で
行
わ
れ
た

マ
ス
ゲ
ー
ム
、
中
学
校
三
年
生
応
援

団
に
よ
る
応
援
演
舞
な
ど
が
行
わ
れ
、

更
に
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
緑
色

の
テ
ン
ト
も
六
張
り
と
な
り
ま
し
た
。

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

全校生徒 1，055人によるマスゲーム

中
学
生
応
援
団
に
よ
る
演
舞

O

中
学
三
年
生
応
援
団 
(前
列
)
と

中
学
校
全
校
生
徒
二
四 

名

て
、
こ
の
時
期
に
立
志
式
を
行
い
ま
す
。

式
で
は
、
衛
藤
繁
校
長

栄
光
の
足
跡
本
校
生
の
活
躍

開
校
二
年
目
も
、
本
校
生
は
様
々

な
分
野
で
活
躍
し
ま
し
た
。
特
に
全

国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
、
現
二
年
生
井
上
由
紀
子
さ

ん
が
熊
本
県
最
優
秀
貰
、
全
国
大
会

に
お
い
て
も
法
務
副
大
臣
賞
を
受
賞
、

同
時
に
学
校
賞
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

熊
本
県
料
学
展
で
は
県
教
育
委
員
会

賞
、
熊
日
ジ
ュ
ニ
ア
賞
を
受
賞
し
、

全
国
学
生
科
学
賞
全
国
審
査
へ
の
出

品
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
運
動
面

で
も
県
中
体
連
陸
上
大
会
で
二
年
男

子
百 

で
三
位
入
賞
、
今
年
度
の
中

， 

先
生
か
ら
三
年
生
へ
の
激


励
の
き
〔
棄
を
い
た
だ
い
た
後
、


三
年
生
一
人

一
人
が
立
志


m

の
言
葉
を
ス
テ
ジ
上
で

理理・
発
表
し
ま
し
た
。

一
期
生

の
更
な
る
活
躍
に
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

t

体
連
で
も
剣
道
、
水
泳
の
二
種
目
で 
-

人
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。
文
武
両

道
を
旨
と
す
る
本
校
の
精
神
に
則
り
、

活
躍
す
る
本
校
生
に
今
後
と
も
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

E
1

七
月
十
五
日
、
中
学
三
年
生
立
士
主
乱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
学

三
年
生
は
、
中
体
連
総
体
も
終
わ
リ
、
高
校
進
学
へ
向
け
て
の
時

期
に
入
る
と
と
も
に
、
「
養
成
の
時
」
か
ら
「
充
実
の
時
」
に
入

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
二
年
間
に
培
っ
た
力
を
更
に
充
実
さ
せ
る

時
期
に
な
り
ま
す
。
本
校
で
は
、
意
を
新
た
に
す
る
契
機
と
し

-ア一
---文-

作権
-
人

-
生

-
学

一 

-
ー中

一

t

一-

一
全

一 

一
ス

一 

ン

一 一
コ
---一 

zr 積
一
国 
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つ

文図:


|ま

、ー
守

い

(
川
崎
錦
)
に
つ
い
て

文
忙
の
部
は
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ

一涯

高
校
生
徒
自
治
会
顧
問

鳳
雛
祭
(
文
化
の
部
)
巴
つ
い
て

山
崎
恒
久

ベ、やし
 
v
吉
司

-
C

平
白

陪
+
申
立
口
、
、
，
，
百
草

-Gλπμ

hHU

八
代
高
校
に
は
、

十
七
の
運
動
部

一

ぎ
の
り
、
文
武
百
雪
白
指
レ
て
日
々

の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
の
熊
本
県
高
校

総
体
で
は
、
空
手
部
、
柔
道
部
、
剣

道
部
、
陸
上
競
技
部
、
水
泳
部
で
上

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
空
手
部

の
西
岡
朋
美
さ
ん 

(鏡
中
出
身
)
は

青
森
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
校
総
体

に
も
出
場
し
ま
し
た
。

一
方
、
十
六
の
文
化
部
と
二
つ
の

同
好
会
も
、
運
動
部
に
劣
ら
ず
、
熱

心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
全
国
一総
合
文
化
祭
に
は

生
物
研
究
部
が
出
場
し
、
ま
た
、
吟

詠
剣
詩
舞
部
門
に
出
場
し
た
生
徒
も

い
ま
す
。
放
送
部
は
、 

杯
全

国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
熊
本
県
大

会
で
連
続
上
位
入
賞
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

N
H
K

.


に
加
え
て
、
サ
ブ
一
ア 

マ
l

T
Z
Z
2

圃
鳳
雛
祭
巴
つ
い
て

長
ら
く

『八
高
察
」
と
し
て
親
し

ま
れ
で
き
た
行
事
は
、
平
成
二
十
一

年
度
か
ら
県
立
八
代
中
学
校
が
併
設

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

『鳳
雛
祭
』

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
平

成
二
十
三
年
度
の
鳳
雛
祭
は
体
育
の

部
が
五
月
八
日
に
、
文
化
の
部
は
九

月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

属
雛
祭
(
体
育
の
部
)
巴
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
の
鳳
雛
祭 
(体
育

の
部
)
は、

『輝
(か
が
や
き
)』
を
テ

ー
マ
に
喝
け
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
テ
ー
マ
は
「
一
人
ひ
と
り
が

輝
く
鳳
雛
祭
に
し
た
い
、
中
学
一
年

生
か
ら
高
校
三
年
生
ま
で
の
完
成
年

度
で
あ
り
、
よ
り
一
層
輝
き
を
増
し

た
鳳
雛
祭
に
し
た
い
」
と
い
う
生
徒

た
ち
の
熱
い
思
い
を
反
映
し
た
も
の

で
す
。六

学
年
の
生
徒
が
一
斉
に
参
加
す

る
マ
ス
ゲ
ー
ム
は
、
今
年
も
若
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
躍
動
感
に
溢
れ
た
素
晴

ら
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
女
子

生
徒
に
よ
る
華
や
か
な
ダ
ン
ス
、
男

子
生
徒
に
よ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
タ
ワ

ー
な
ど
、
生
徒
た
ち
は
練
習
の
成
果

「

-uZ

冗
か
き
ら

w

め
く
(
)」
の
下
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

サ
ブ
テ
ー
マ
も
、
中
高
一
貫
教
育
完

成
年
度
に
際
し
、
八
代
高
校
八
代

中
学
校
が
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る

決
意
を
表
し
た
も
の
で
す
。

開
会
行
事
で
は
、
ピ
ア
ノ
演
奏
、

書
道
部
、
詩
吟
、
放
送
部
、
演
劇
部

の
素
晴
ら
し
い
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
や
ミ
二
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
ダ
ン
ス
や
歌
な
ど
で
、

生
徒
た
ち
が
、
普
段
と
は
一
昧
遣
う
個

性
や
才
能
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

名
ク
ラ
ス
と
文
化
部
は
、
展
示
テ

ー
マ

『愛
』
に
ま
つ
わ
る
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
展
示
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

写
真
ア
ー
ト
や
ポ
エ
ム
の
展
示
、
映

画
上
映
な
ど
に
加
え
て
、
教
室
で
の

演
劇
よ
演
や
、
体
育
館
入
口
に
入
場

門
を
設
置
し
た
ク
ラ
ス
も
あ
り
、
見

る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

文
化
部
も
日
頃
の
活
動
の
成
果
を

様
々
な
形
で
展
示
し
、
八
高
生
八

中
生
の
文
化
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。

恒
例
の
食
品
バ
ザ
ー
で
は
、
二
年

生
の
七
ク
ラ
ス
が
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
、
食
物
研
究
部
も
早
朝
か

ら
力
レ
ラ
イ
ス
作
り
に
励
ん
で
く

れ
ま
し
た
。

ま
た
、 

の
保
護

者
の
皆
様
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、

今
年
も
冷
や
し
う
ど
ん
や
合
格
弁
当

な
ど
が
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

閉
会
行
事
で
は
、
合
唱
部
が
透
明


感
の
あ
る
歌
声
を
体
育
館
に
響
か
せ
、


中
高
の
各
吹
奏
楽
部
も
見
事
な
演
奏


と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ


ま
し
た
。
当
日
は
、
暑
さ
が
残
る
天


候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
千
六
百
人
を


超
え
る
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、


大
盛
況
の
う
ち
に
鳳
雛
祭
の
全
日
程


P
T
A

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

白
与
一
コ
ヨ 
， 

新
た
な 

U
t
J

を
存
分
に
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

三
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
練
習
に

取
り
組
ん
で
き
た
フ
リ
ー
ダ
ン
ス
や

応
援
合
戦
で
は
、
ダ
ン
ス
に
「
和
」

の
要
素
を
取
り
入
れ
た
り
、
団
席
と

一
体
に
な
っ
た
応
援
演
舞
を
披
露
し

て
く
れ
た
り
と
、
生
徒
た
ち
は
見
事

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
で
く
れ

ま
し
た
。
団
席
後
方
に
掲
げ
る
シ
ン

ボ
ル 

(絵
看
板
)
も
素
晴
ら
し
い
出

来
栄
え
で
、
体
育
の
部
を
華
や
か
に

演
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

中
学
生
も
全
学
年
が
揃
い
、
三
年

生
は
新
種
目
の
騎
馬
戦
で
熱
い
戦
い

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
応
援

合
戦
に
お
い
て
も
、
高
校
生
に
引
け

を
取
ら
な
い
素
晴
ら
し
い
演
舞
を
披

露
す
る
な
ど
、
八
代
中
学
の
歴
史
に

新
た
な
一
歩
を
刻
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
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定'lJ16抗況1
 熊本県立八代高等学校 進路指導部

毎年高い志を掲げて努力していく生徒達。先輩達の頑張る姿を見る後援達、脈々と続く八高の伝統。

下の図は、過去� 5年間で先輩達が合格した足跡をマップにしたものである。全国の様々な大学に進み

活躍している。後輩達も是非この後に続いて欲しい。

自時 量|一|箆11-|但

幽扱� 1 ~郵~

寄島

~ 
円� I 1- " l潤 「|詮千- 関波 地( 区1 1 1- f 一、 、-筑 東大 17) 


九州大� (47)


九州工大� (10)


福岡教育大� (21)


佐賀大� (33)


長崎大� (31)


熊本大� ( 156) 


大分大� ( 16) 


宮崎大� (21)


鹿児島大� ( 122) 


琉球大� (10)


北九州市立大� (27)


福岡県立大� (2)

熊本県立大� (86)


西南学院大� (83)


福岡大( 158) 


熊本学園大� (258)

など

骨坦冠雪日午|雪宵垣間U


鳥取大� (8) 徳島大(1)


島根大� (2) 高知大� (7)


岡山大� (3) 岡山県立大� (4)


広島大� (33) 県立広島大� (2)


山口大� (21) 広島市立大� (3)


愛媛大� (3) 山口県立大� (5)


香川大� (1) など


本校生の進路希望の約98%が進学を者望し、そのうちの80%が国公立大学を

希望する。そして、� 50%前後が国公立大学の現役合格を達成している。さらなる

飛躍を目指して 、日々の授業・課タトに真剣に取り組み、様々な行事を通して進路

意識の向上を図っている。

中部地区

山梨大( 1)


静岡大(3)


信州大(1)


岐阜大(1)


富山大(1)
北海道・東北地区名古屋大(1)

名古屋工大(1) 胃弱 寸¥ 帯広畜産大� (1)


都留文化大(1) 室蘭工業大� (1)


静岡県立大� (1) 放固� |岩手� | 北見工業大� ( 1)


など 北海道大� (4)


北海道教育大� (2)

福島大� (1)


など

京都大� (5)


大阪大� (6)


大阪教育大� (2)


奈良女子大� (1)


奈良教育大� (1)


神戸大� (3)


大阪府立大� (2)


大阪市立大� (1)


神戸市外大� (1)


同志社大(9)


立命館大� (27)


など� 

事笈魁

茨城大(1)


子葉大(7)


埼玉大� (5)


お茶の水女大(1)


一橋大� (1)


横浜国立大� (6)


東京大(1)


東京工業大(1)


東京学芸大� (1)


高崎経済大(1)


首都大東京� (2)


横浜市立大� (2)


慶慮義塾大� (7)


早稲田大� ( 19) 


明治大� (33)


中央大� (26)


など
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そ
の
た
め
に
当
該
学
年
の
担
任
会
で

も
こ
の
問
題
が
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
生
徒
や
保
護
者
な

ど
関
係
者
に
も
相
談
を
重
ね
、
次
年

度
(
三
十
年
度
)
か
ら
は
一
年
女
子
で

実
施
し
よ
う
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

そ
こ
で
、
一二
十
年
度
は
そ
の
移
行


措
置
と
し
て
、
年
度
初
め
の
春
休
み


中
に
三
年
女
子
が
実
施
し
、
十

一
月


に
二
年
女
子
が
実
施
す
る
と
い
う
こ


と
に
な
っ
た
。


そ
の
結
果
、
ま
ず
三
十
年
四
月
二

日
1
八
日
に
三
年
女
子
(
一
四 

名
中

希
望
者

一 

八
名
)
が
大
堀
・
沢
・
鍵

O

O

彦
学
旅
行
の
開
始

O

戦
後
の
混
乱
も
次
第
に
収
ま
り
、

交
通
事
情
も
好
転
し
始
め
た
昭
和
二

十
五
三

九
五 
O
)年
十

一
月
、
し
ば

ら
く
中
断
し
て
い
た
修
学
旅
行
が
三

年
女
子
生
徒
を
中
心
に
再
開
さ
れ
た
。

同
年
三
月
に
卒
業
し
た
女
子
生
徒


達
の
中
で
、
修
学
旅
行
を
熱
望
す
る


声
空
ロ
向
か
っ
た
こ
と
孟
奇
て
、
止
葎

・


保
護
者
な
ど
の
意
見
を
参
考
に
、
実


施
の
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。
男
子
は


大
学
進
学
な
ど
で
旅
行
す
る
機
会
も


あ
る
が
、
女
子
の
大
半
は
将
来
家
庭


に
入
り
旅
行
す
る
機
会
が
少
な
い
な


ど
の
理
由
で
、
男
子
は
除
外
さ
れ
、


一
一年
女
子
一
四
四
名
の
内
、
、
王
に
進


学
希
望
者
や
、
す
で
に
見
学
済
み
の
者
、


さ
ら
に
経
済
的
理
由
な
ど
で
の
不
参


加
者
を
除
く
九
二
名
が
参
加
す
る
こ


と
に
な
っ
た
。


旅
費
は
二
、
守
一七 

円
で
、
小
遣
い

O
O

銭
七 

円
以
内
。
そ
れ
に
翌
日
朝

ま
で
の
弁
当
四
食
分
と
さ
ら
に
米
一

升
(
六
食
ハ
忍
持
参
の
旅
で
あ
っ
た
。

一
行
は
三
年
担
任
の
黒
田
・
友
田
・

岡
本
の
三
先
生
と
旅
行
業
者
の
添
乗

員
ら
に
引
率
さ
れ
、
十

一
月
六
日
の

朝
六
時
二
十
四
分
、
学
校
長
以
下
職
員
・

保
護
者
の
見
送
り
を
受
け
て
八
代
駅

を
出
発
し
た
。
そ
し
て
豊
肥
線
で
別

府
へ
出
、
瀬
戸
内
海
航
路
の

「る
り
忠 

(三
、
0
0
0ト
ン
)
で
翌
七
日
正
午

ご
ろ
神
戸
に
到
者

以
徒
大
阪
、
京
都
、

奈
良
の
名
所
旧
跡
な
ど
を
訪
れ
、
九

日
の
夕
方
に
京
都
駅
を
発
ち
、

一 

日
の
午
後
五
時
二
十
分
に
全
員
無
事

に
八
代
駅
に
帰
着
し
た
。
船
中

一
泊、

京
都
二
泊
、
車
中

一
泊
の
計
四
泊
五 O

U

日
の
旅
で
あ
った。

ま
た

『八
高
新
国
第

ご
一号

(昭

和
一一
十
五
年
十

一
月
二
十
四
日
発
仔 

に

「名
残
り
の
修
学
旅
行
」
の
見
出

し
で
そ
の
旅
行
の
様
子
が
記
さ
れ
て

い
る
の
で
紹
介
し
て
お
く
。

ヨ
慌
の
"
修
学
旅
行
“
の
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
て
、
せ
ち
辛
い
世
の
中
の
不
況

を
尻
目
に
、
彼
方
此
方
で
修
学
旅
行
に

で
か
け
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
本

校
で
も
卒
業
を
目
前
に
控
え
た
三
年
女

子
九
五
名
は
、

黒
田
・
友
田
・
岡
本
三

先
生
と
観
光
倶
楽
部
戸
田
女
史
等
の
引

率
の
下
に
十
一
月
六
日
同
学
校
長
以
下

職
ロ
貝
多
数
の
父
兄
の
見
送
り
を
受
け

て
午
前
六
時
二
十
四
分
発
の
列
車
で
紅

葉
に
彩
ら
れ
た
京
都
へ
株
立
っ
た

一
行
は
、
熊
本
よ
り
豊
肥
線
を
経
由
円

パ
ス
ガ 

ル
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
歴

司
翌
九
日
は
李
艮
を
訪
れ
て
鹿
で
名

高
い
春
日
神
社
に
遊
ひ
、
こ
こ
に
ご
百

聞
の
関
西
で
の
日
程
を
終
え
て
そ
の
日

の
夕
方
京
都
よ
り
下
り
列
車
で
帰
代
の

途
に
付
き
、
十
日
十
七
時
二
十
分
全
員

無
事
担
一相
し
た

こ
の
旅
行
に
参
泊
し
た
人
数
名
に
感

想
を
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
次
の
よ
う
に

語
っ
た
。
「
京
都
で
は
短
時
間
に
数
多

く
の
所
を
巡
っ
た
の
で
心
ゆ
く
ま
で
見

堂
9
る
暇
は
な
か
っ
た
」
な
お
易
ナ
は
、

上
級
学
校
試
験
が
あ
る
た
め
旅
行
は
見

l

合
わ
せ
と
な
る
樟
様
1
』

以
来
、
本
校
で
の
修
学
旅
行
は
、


昭
和
三
十
四
(
一
九
五
九
)
年
度
か
ら


男
子
の
参
加
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に


な
る
ま
で
、
女
子
の
み
で
行
わ
れ
、


当
初
は
三
年
生
の
女
子
、
そ
し
て
昭


和
三
十
年
か
ら
は
一
一年
生
女
子
に
変


更
さ
れ
た
。
一
方
旅
行
の
時
期
は
大


体
十
月
下
旬
か
ら
十

一
月
下
旬
ま
で


の
間
に
行
わ
れ
、
ま
た
そ
の
コ
ー
ス


は
当
初
の
大
阪
、
京
都
、
奈
良
の
ほ

か
に
二
十
七
年
か
ら
は
山
田
(
伊
勢
)

が
加
わ
り
、
さ
ら
に
昭
和
二
九
年
か

ら
は
泊
数
も
増
え
、
東
京
や
日
光
(
年

に
よ

っ
て
は
、
日
光
の
代
わ
り
に
鎌

倉
を
中
心
と
す
る
湘
南
地
方
に
し
た

こ
と
も
あ
る
)
に
拡
大
さ
れ
た
。

修
学
旅
行
の
変
更

昭
和
一
一十
五
年
度
か
ら
三
年
生
女

子
の
希
望
者
を
中
心
に
復
活
し
た
修

学
旅
行
は
、
そ
の
後
、

三
十
年
度
か

ら
二
年
女
子
に
変
更
さ
れ
る
ま
で
、

三
年
生
女
子
の
み
で
続
け
ら
れ
た
。

例
年
十
1
十
一
月
に
四
泊

1
五
泊
の

日
程
で
、
初
め
は
京
都
・
大
阪
・
奈

良
を
中
心
に
見
学
し
た
が
、

二
十
七

年
か
ら
は
伊
勢
の
方
に
も
足
を
の
ば

し
、
さ
ら
に
二
十
九
年
か
ら
は
六
泊

に
増
や
し
て
東
京
・
日
光
方
面
に
も

足
を
の
ば
す
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
女
子
生
徒
の
進
学
希
望
者

が
増
加
す
る
中
で
、

一二
年
の
二
学
期

に
修
学
旅
行
を
実
施
す
る
こ
と
の
是

非
が
、
職
員
及
び
生
徒
・
保
護
者
間

で
も
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

田
・
八
回
・
隈
部
の
五
名
の
先
生
に

引
率
さ
れ
、
六
泊
七
日
の
日
程
で
関

西
・
関
東
を
旅
行
。
続
い
て
十

一
月

五
日
1
十

一
日
に
は
二
年
女
子
が
、

ほ
ぽ
同
様
の
コ
ー
ス
・
日
程
で
旅
行

し
、
以
後
二
年
生
に
移
行
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

男
子
の
参
加
要
求

対
象
が
三
年
か
ら
二
年
に
移
行
す

る
中
で
、
男
子
生
徒
の
聞
か
ら
も
修

学
旅
行
を
希
望
す
る
声
が
起
こ
っ
て

き
た
。
そ
こ
で
、
担
任
会
と
し
て
も
、

男
子
で
三
分
の
二
以
上
の
希
望
者
が

あ
れ
ば
参
加
を
認
め
よ
う
と
の
方
針

で、

二
十
九
年
度
の
二
学
期
頃
に
二 

1
一
年
年
生
を
対
象
に
希
望
調
査
を

し
た
が
、
い
ず
れ
も
三
分
の

一
一に
は

満
た
ず
、
結
局
男
子
は
見
送
り
と
な

っ
た
。
な
お
、
男
子
の
参
加
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
昭
和
三
十

四
年
昨
尻
か
ら
で
あ
る
。(『八

刈
百
年
史
』
よ
り 

芳ミ都 ー条城にて(1� 952{-1二:i}'jeI"l!J 

別
府
か
ら
内
海
航
路
"
る
り
丸
“
に
乗

船
、
途
中
船
の
中
で
夜
を
迎
え
、
翌
七

日
正
午
頃
向
戸
に
到
着
早
速
阪
神
電

鉄
で
大
阪
に
行
っ
た
。
大
阪
で
は
大
阪

城
や
折
か
ら
開
会
中
で
あ
っ
た
電
気
博

を
見
学
、
夕
方
頃
目
的
地
京
都
に
向
か

い、

二
日
目
を
京
都
の
旅
館
で
過
ご
し

た
。
明
く
る
日
の
八
日
は
観 
珂
パ
ス
で

平
安
神
買
御
所
東
・
西
本
願
壬
リ
そ

の
他
銀
閣
寺
な
ど
京
都
の
名
所
旧
跡
を

w

東京 皇� 1計百lにて(1959年:UJ卒生)
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ヨ
ヘ
a
B5
3d
Jh
g 

'

，

fu
G 

t
一三
、 

ヲ
コ
マ

が
極
度
に
進
ん
だ

製
品
で
あ
る
。
市

ト

場
で
の
競
争
に
勝

中
国
に
負
け
な
い
方
法

H

を
握
る
。
自
国
通

l
i
l

J 

-

F

で
き
る
の
は
、
同
動
車
工
作
機
械
-

電
子
部
品
の
三
種
の
神
器
の
輸
出
で

稼
い
だ
資
金
で
海
外
か
ら
エ
ネ
ル
ギ

ー
-
資
源
食
料
な
ど
を
大
量
に
購

入
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

湾
韓
国
・
中
国
の
追
い
上
げ
は
激

し
い
。
か
つ
て
日
本
が
独
占
し
て
い

たル
薄
型
テ
レ
ビ
な
ど
の
市
場
は
韓

国
な
ど
の
企
業
に
奪
わ
れ
た
。
今
、

日
本
の
家
電
メ
ー
カ
ー
は
束
に
な
っ

て
も
韓
国
の
サ
ム
ソ
ン
一
社
の
収
益

に
及
は
な
い
。

ki
1
f
f

三

一『ソ
V

ベ
-一二
YT

戸

P
E

一U
K
4
t
っ
か
ど
う
か
は

r
yγ
1
1

廉
価
な
資
金
、か
鍵

貨
の
安
い
中
国
や
韓
国
は
有
利
に
な

る
た
め、

日
本
に
勝
ち
目
は
な
い
。

し
か
し
、
自
動
車
・
力
ラ
l
コ
ピ

ー
機
な
ど
の
精
密
機
械
は
多
く
の
部

品
の
「
摺
り
合
わ
せ
」
が
重
要
に
な

っ
て
く
る
。
設
計
図
ど
お
り
に
組
み

立
て
て
も
良
質
の
製
品
を
つ
く
れ
な

い
同
窓
口
が
多
い
。
曹
団
を

2
丸
持
ち
」

薄
め
、
あ
る
い
は
厚
め
に
加
工
し
な

け
れ
ば
部
品
が
う
ま
く
フ
ィ

ッ
ト
し

な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
匠
の
ワ

ザ
に
依
存
す
る
か
ら
だ
。
日
本
の
自

動
車
の
乗
り
心
地
が
よ
い
の
は
無
数

の
摺
り
合
わ
せ
の
賜
で
あ
る
。

中
国
政
府
は
自
動
車
で
も
モ
ジ
ュ

ー
ル
化
を
達
成
し
よ
う
と
熱
心
に
研

究
し
て
い
る
が
、
仮
に
そ
れ
が
可
能

に
な
れ
ば
、
中
国
自
動
車
メ
ー
カ
ー

が
世
界
を
席
巻
す
る
可
能
性
が
で
て

く
る
。
ま
た、

日
本
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
は
一
万
点
に
も
及
ぶ
内
燃
エ
ン

ジ
ン
自
動
車
で
は
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
は

困
難
だ
と
主
張
す
る
が
、
部
品
が
少

な
い
電
気
自
動
車
が
主
流
に
な
る
と

モ
ジ
ュ
ー
ル
化
は
可
能
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。

hZ

-
T
の
進
化
は
ハ
イ
テ
ク
製
品
か

ら
摺
り
合
わ
せ
技
術
を
駆
逐
し
、
モ

ジ
ュ
ー
ル
化
を
促
進
し
て
き
で
い
る。

匠
の
ワ
ザ
を
必
要
と
し
な
く
し
て
い

る
よ
う
に
も
見
、
え
る
。

日
本
人
技
術
者
は
額
に
汗
し
て
真

面
目
に
働
き
、
み
ん
な
で
工
夫
し
て

ー
高
幻
回
の

一
副
理
化
学
研
究
所
北
京
事
務
所
長
j

守
岡

仲
与主

日
本
人
が
豊
か
な
暮
ら
し
を
享
受

し
か
し
、
家
電
製
品
な
ど
で
の
台

D
V
Dプ
レ
ー
ヤ
ー
液
晶
パ
ネ

一
方
、
自
動
車
。
力
ラ
コ
ピ

首
六
は
キ
ャ
ノ
ン
製
)
・
デ
ジ
タ

、つ
の
だ
ろ
う
か
。

テ
レ
ビ
・

パ
ソ
コ
ン
携
帯
電
話

機
ル
力
メ
ラ
な
ど
で
は
依
然
と
日
本
企


業
の
存
在
感
は
高
い
。
い
っ
た
い
何


が
遣


の
よ
う
な
製
品
は
世
界
中
か
ら
廉
価


な
部
品
を
集
め
て
き
て
そ
れ
ら
を
組


み
立
て
れ
ば
売
り
出
す
こ
と
が
で
き


る
。
こ
れ
ら
は
「
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
」


微
妙
な
撞
り
合
わ
せ
技
術
を
磨
い
て

き
た
。
こ
の
よ
う
な
新
製
品
を
新
た

に
開
発
し
て
、
市
場
を
確
保
で
き
る

か
が
日
本
企
業
の
運
命
を
握
っ
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
中
小
企

業
が
そ
の
よ
う
な
匠
の
宝
庫
と
い
う

白ー
・

同
窓
会
の

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

h
・

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
部
品
の
摺
り
合
わ
せ
で

鍛
え
た
つ
ザ
は
、
製
品
に
ど
の
よ
う

な
ソ
リ
ユ
シ
ョ
ン
(
追
加
機
能
)
を

乗
せ
る
か
と
い
う
課
題
で
も
そ
の
能

力
を
発
揮
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
ハ

ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
組
み
合
わ
せ
の
総

合
力
に
世
界
の
企
業
の
戦
い
は
移
行

し
て
き
て
い
る
の
だ
。

寺
岡
伸
章
の
ブ
ロ
グ

プ日 

ヨ 
コ 

ω

・∞ ω[
・2
0

也
市
凶
同 

「一
 

「
〕
『
・
一
コ
『

ー
高
却
回
の

扇
慰
霊
り
一
短
期
大
学
学
長 
1

江

島

幹

雄

U

a
p

「
音
楽
の
力
」
に
つ
い
て

Fd
l

U
'
¥
¥i u

v

O
¥

、甲1 o

・
司

皆
様
お
元
気

配 

十
一 

一
¥
互

の
こ
と
と
思

A O
・
・

三
月
十
一 

l
l
日
の
「
東
北


地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
か
ら
半
年
あ


ま
り
の
日
々
が
過
ぎ
、
復
興
に
は
ま


だ
ま
だ
遠
い
日
々
で
す
が
、
日
本
中


が
悲
し
み
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て


い
ま
す
。
私
は
、
「
音
楽
の
力
」
を
改


め
て
こ
の
震
災
を
通
し
て
感
じ
る
こ


と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
ご


紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。


震
災
の
あ
っ
た
週
末
、
被
害
の
惨

状
を
自
に
す
る
の
も
、
安
否
不
明
の

放
送
を
耳
に
す
る
の
も
心
苦
し
く
な

N

っ
て
き
た
日
曜
に
、
私
は
、
あ
る

ラ
ジ
オ
局
か
ら
流
れ
る
歌
を
耳
に

し
ま
し
た
。
「
袈
火
者
の
み
ん
な
が
元

気
を
取
り
戻
す
こ
と
を
願
っ
て
」
、

ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
音
楽
は
、
い
ず

れ
も
明
る
く
楽
し
い
も
の
ば
か
り
で

し
た
。
そ
の
中
で
も
、
「
ア
ン
パ
ン
マ

ン
の
マ
ー
チ
」
に
は
多
数
の
リ
ク
エ

ス
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
一

日
の
う
ち
に
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
マ
ー
チ
」
を
聴

き
な
が
ら
、
被
災
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
思
い
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
マ
ー

チ
」
は
明
る
く
リ
ズ
ミ
ッ
ク
な
曲
で

歌
詞
に
は
未
来
に
対
す
る
想
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
改
め
て
、
歌
詞

を
読
み
込
ん
で
み
ま
し
た
。
こ
ん
な

に
思
い
の
詰
ま
っ
た
歌
詞
だ
っ
た
の

か
と
、
感
動
を
覚
え
ま
す
。

忘
れ
芯
い
で
曹
を

こ
ぼ
さ
な
い
で
涙

定
か
ら
君
は
と
ぷ
ん
，た
ど
こ
ま
で
↑
も

そ
う
定
お
そ
れ
な
い
で

み
ん
な
の
た
め
に

愛
と
勇
気
た
は
が
と
も
だ
ち
さ

同
じ
歌
で
も
、
耳
に
し
た
と
き
の


状
況
に
よ
っ
て
、
人
の
受
け
止
め
方


は
大
き
く
違
う
も
の
で
す
。
「
ア
ン
パ


ン
マ
ン
の
マ
ー
チ
」
は
通
常
は
、
子


供
が
楽
し
む
番
組
の
曲
と
し
て
親
し


ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
当
に


Mつ
ら
い
状
況
に
陥
っ
た
と
き
、
人
々

が
求
め
る
の
は
明
る
い
音
楽
と
勇
気

を
与
え
て
く
れ
る
言
葉
な
の
だ
と
、

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
曲
を

流
す
側
の
願
い
と
、
こ
の
曲
を
リ
ク

エ
ス
ト
す
る
側
の
願
い
に
胸
が
熱
く

な
リ
ま
し
た
。
「
牽
と
勇
と
司
だ
け
が
と F 

も
だ
ち
さ
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
、

人
間
の
未
来
に
対
す
る
希
望
と
願
い

を
実
感
し
ま
し
た
。
音
楽
が
与
え
る

「
癒
し
」
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
。

こ
の
癒
し
こ
そ
が
、
音
楽
の
力
で
す
。

私
は
音
楽
に
寄
り
添
っ
て
生
き
て

き
ま
し
た
。
「
倉
敷
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
、
「ア

ン
サ
ン
ブ
ル
早
島
」
、
そ
し
て
「
倉
敷

ア
カ
デ
ミ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
。
そ
れ

ぞ
れ
三
十
年
余
の
係
わ
り
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
八
高

校
歌
の
カ
ラ
オ
ケ
は
こ
の
「
倉
敷
ア

カ
デ
ミ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
演
奏

ポ
ム

二 9
0

一
一
年
七
月
、
三
つ
の
団
体

が
力
を
合
わ
せ
、
震
災
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。
コ

ン
サ
ー
ト
は
協
賛
金
、
募
金
の
み
な

ら
ず
、
出
演
を
快
諾
し
て
く
れ
た
プ

レ
ー
ヤ
ー
す
べ
て
の
出
演
料
を
、
義

援
金
と
し
て
被
災
地
へ
送
る
と
い
う

画
期
的
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
チ

ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ト
の
結
果
、
宮

城
県
の
小
中
学
校
に
い
く
つ
か
の
大

型
楽
器
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
音
楽
が
も
っ
力
は
、
こ
う
し
た

時
に
こ
そ
大
き
く
働
く
の
で
す
。

私
は
、
同
じ
社

会
で
生
き
て
い
る

人
同
士
が、

と
も

に
支
え
あ
い
、
手

を
差
し
伸
べ
る
こ

と
で
生
き
、
生
か

さ
れ
て
い
る
こ
と

の
意
義
を
、
こ
う

し
た
活
動
の
実
践

を
通
し
て
学
生
た

ち
に
継
続
的
に
伝

え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

O
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@八代だより

O

場
は
約
七
六 

台
を
収
容
。
土
日

O
O

を
中
心
に
年
間
一 

日
余
り
営

業
予
定
で
す
。

妙
見
祭
が
目
指
定
文
化
財
に

九
州
新
幹
線

室
線
開
業

博
多
1

新
八
代
間
が
つ
な
が
り
、

平
成
二
十
三
年
三
月
十
二
日
、
九
州

新
幹
線
が
全
糠
開
業
。
博
多
ま
で
最

速
五
十
一
分
で
行
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

長い畳表
ギネス登録

た
畳
表
が
、
ギ
ネ
ス
ワ
ル
ド
レ
コ

ー
ド
に
「
世
界
一
長
い
畳
表
」
と
し

て
登
露
さ
れ
ま
し
た
。

八
代
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

行
委
員
会
が
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
内
で

一
ヶ
月
移
か
け
て
完
成
言
た
も
の
で

長
さ
は
五
三
七
二
七

ト
後
、
二
十 

mに
裁
断
さ
れ
、
東
日

ご
-
八
代
妙
見
察
の
神
宅
ノ
汀
事
が、

 

E用日団-

平
成
二
十
三
年
三
月
九
日
、 

F

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
を
代
表
す
る
文
化
財

圃
と
し
て
、
よ
り
広
く
知
ら
れ

圃
る
契
機
に
な
る
と
と
も
に
、

凶
保
存
趣
承
へ
の
取
り
組
み
が

圃

一
層
重
要
に
な
り
ま
す
。

理
仕
、
生
リ
震
共
事
盤
仔
・

展
示
す
る
怖
抗
日
の
あ
り
方
を

守
考
え
る
基
本
題
検
司
会
議

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
イ
ン
ズ
八
代

オ
ー
プ
ン 

J
R
A
(日
本
中
央
競
馬
会
)
の

場
外
馬
券
発
売
所
「
ウ
イ
ン
ズ
八

代
」
が
、
平
成
二
十
三
年
四
月、

日
奈
久
埋
立
地
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。鉄

用
〔
塁
辺
一
階
建
て
で
四
二
八
の

座
席
、
モ
ニ
タ
ー
五
十
台
、
自
動

券
売
機
二
十
台
の
他
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
駐
車

九
州
新
幹
線
全
線
開
業
イ
ベ
ン
ト

「イ
グ
ス
ポ
ゃ
っ
し
ろ
」
で
製
作
し

本
事
実

の

環

翁
へ
送
り
れ
ま
し
た
。 

a園 E・ 
...武豊騎手も駆けつけテープカット

豪華客船相次ぎ入港

日本を代表する大型クjレース客船が、平成

お年6月と9月に、相次ぎ;¥1号罰こ入港しました。 

6月には屋久島-奄美大島をめくる「ぱしふ

いつくぴいなす」が初入港し、初夏の日本

周クjレースで「ふじ丸Jも寄港。9月lこは、 「飛

鳥 IIJが岩国-宮島3日間で八代港を発着しま

した。

mo
イ
ベ
ン
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凡例
制パス . 起点結点 情的タウン・_1まちパス 1= 1(0)起舟絡崩 八代市役所

一・・ー みらバス Jミン

循環パスが走リ始めました

市内パス路線の男直しが行われ、平成a年 10月から 「みなパス」

「ゆめパスJIまちパス」の循環パスが走っています。 

3路線ともに右回りと左回りがあり、運賓は 100同均一です。

地
域
住
民
が
よ
り
主
体
的
に

地
埼
つ
く
り
に
参
画
す
る
住
民

自
治
の
先
行
王
ア
ル
地
域
が
決

ま
り
、
代
陽
・
麦
島
・
金
剛

二
見
・
東
陽
校
区
で
は
、
平
成

二
十
三
年
度
に
地
域
協
議
会
設

立
準
備
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。設

立
準
備
委
員
会
の
第
一
回

で
は
、
役
員
決
め
や
ワ
ー
ク
シ

l

ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会


議
は
月
に
一
・
二
回
の
ぺ 

ス


で
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地


域
に
あ
っ
た
地
域
協
議
会
が
っ


く
り
上
け
ら
れ
て
い
き
ま
す
。


五
地
域
で
は
、
二
十
四
年
度

か
ら
住
民
自
治
が
ス
タ
ー
ト
す

る
予
定
で
す
。

A地域の強み 弱みを話し合うワークショッブ

被
災
地
支
媛

ご
み
非
常

態
宣
言
中

築
三
十
五
年
が
経
過
し
老
朽
化
し
た

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
能
力
が
低
下
し

た
た
め
、

一
部
の
ご
み
焼
却
を
市
外
の

民
間
施
設
に
委
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
、
平
成
二
十
二
年
七
月
一
目
、

八
代
市
は
コ
」
み
非
常
事
態
宣
言
」
を

行
い
ま
し
た
。

委
託
料
に
年
間
約
一
億
円
が
必
要
な

た
め
、
市
民
一
人
一
日
当
り
五
十
グ
ラ
ム

(卵
一
個
分
)
の
燃
え
る
ご
み
減
量
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

新
た
な
焼
却
施
設
を
備
、
え
た
伽
環
境

セ
ン
タ
ー
の
建
設
準
備
も
進
ん
で
い
ま

す
が
、
最
短
で
七
年
を
要
す
る
た
め
、

市
民
の
意
識
改
革
と
協
力
が
必
須
の
状

況
で
す
。 

八代渇

戸/  

[(仮〉珊噴センター建設予定地

す

県
内
初
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
市


分

民
事
業
仕
分
け
」
が
平
成
二
十
二


仕

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。


業

市
が
実
施
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま


事

な
事
業
を
市
民
目
線
で
評
価
し
て


民

も
ら
う
も
の
で
、
二
十
二
年
度
は


路
市

平

五

事

業
が
テ
ー
ブ
ル
に
号
、

臨

廃
止
四
、
規
模
拡
充
四
、
市
民
協

配

働
な
ど
の
検
討
十
四
、
現
行
ど
お

説

り
十
、
要
改
善
四
十
三
と
い
う
結

果
で
し
た
。

こ
の
判
定
や
コ
メ
ン
ト
を
墓
に
市
の
坦
応

方
針
が
検
討
さ
れ
、
事
業
の
見
直
し
ゃ
改
善

住
民
自
治
に
よ
る

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す。

ま
ち
づ
く
リ

二
十
三
年
度
も
、
他
の
七
十
五
事
業
に
つ

い
て
の
事
業
仕
分
け
を
実
施
中
で
す
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

へ
、
市
民
か
ら
義
援
金
や
救

援
物
資
盛
号
ら
れ
ま
し
た
。

義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を

通
し
て
被
災
地
へ
、
救
援
物

資
は
宮
城
県
の
石
巻
市
や
東

松
島
市
な
ど
へ
、
半
畳
た
た

み
約
一
万
二
千
枚
な
ど
と
と

も
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

福
島
和
敏
市
長
は
八
代
亜

紀
さ
ん
と
一
緒
に
畳
半
ぞ
搬
送

し
、
避
難
所
な
ど
を
慰
問
。

市
職
員
も
交
代
で
被
災
地
に

出
向
き
、
支
援
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
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平成22年度八代高校同窓会会計決算書 平成23年度八代高校同窓会会計予算書� 
(1)収入の部(単位.円)

語 目 予算額(A) 決算額(B) 差異(A-B) 嫡 要

会議費�  400.000 45.001 354.999 会滋諸経質
印 刷費�  200.000 101.320 98.680 総会案内状
役務費�  800.000 610.938 189，062 郵便臨ー広告髄手間.帰管理費
広 報資�  4，000.000 3.760.033 239.967 会報発行貸‘HP作成費
組沼樋曹� 280.000 64.520 215.480 用紙代.フリンターインク代
慶 弔費�  250.000 93.422 156.5ワ8香興1.d弱代記念品代
人f巨費� 800.000 800.000 O事務局墾当
高入全員藍迎'� 

3盟00辺.Of)0 
265.980 34.020 $噴煙配置入れ丸筒代校教co代

旅� Jl ヮ� o 402.66'7 297.333 支郡地区局窓会出席旅費
雑� R 500.000 228.500 271.500 花罵樋助格

積立金�  1.000.000 1.000.000 O次回周年事業費(特別会計へ〉� 
O O O時皇苦� 21，620，000 Oフ1，620.000 

4E23h 計� 30.850.α lO 7.3ワ2.381 23.4ワ7.619 

660，924 lf会勘i¥r>l:，金崎� 

2.口00円� 
4.000円� 
6.000円� 
10.000円� 
20.000円
会 者十

人 被 幸吉i金額�  

2，5548 5.10日000円� 
10名� 40，000円� 
3名� 18.000円� 

110名 1.100.ぽ)()円� 
1各� 20.∞0向� 

2.678名� 6.286，000同

平成23年度同窓会行事予.(H23.4.1~H24.3.3 1) 

i普通票金 盟後銀行2口� 5，064.789 

振替口座ゅうち品銀行� 246.120 
定期預金 九州労働金庫4015，049，262 

定耳目預金源本県信用組合� 3，843.526 

計� 24β64.621 

費 日 本年愛予箆額i(A)前年芝予算額(8)増減額(A.B) 摘 要

繰越金�  2Ll.864.621 23，919.476 945，145 平巨x22年度より線越

年金費�  5，000，000 5.000.000 0 12.000円X2，500人

入 会 鎚� 1，630.000 1.835.000 ム205.000 5.00QX326名分(うち中学80名)

雑 収 入 �  105，379 95.524 9，855 名簿代、寄付、預金利息

合� ei 31，600，000 30，850，000 750，000 

(2)支出の部

貸 目 本年度予軍領(A)前年度予算額(日I 増減額(A-B) 摘 要

会� 1聾曾� 400.000 400.000 O会議諸経質

印刷費�  200，000 200.000 O総会案内状

役 務費�  800，000 800，000 O 郵便電1ii.広告.~手暫料、HP曹理野

広 報 資 �  4，000，000 4，000，000 O会報発行賞

臨調組曹� 200.000 280，000 ム80.000用紙代、アJンターインク代

贋弔費�  250.000 250，000 O香 典 電報代記念品代

人件 費� 800.000 800.000 O事務局手当

新入鏡監五R 300.000 300.000 O 卒業証書入れ丸笥tt授敏cc代

旅 費� 700，000 700，000 O支部地区間窓会出席旅費

雑 費� 500.000 500，000 O花馬補助等

積 立 金 �  1，000，000 1.000β00 O次回周年事撲費暗号胎計へ)

予 備 資 �  22，450，000 21，620，000 830.000 

合 自十 31，600，000 30，850，000 750，000 

名意書日・士世庶同繋会連絡先のご案内

八代高校関東地区同窓会平成23年(2011) 
会長守屋充男(高 10回)事務局長'中村静雄(高� 19回)

干� 103-0004
東京都中央区東日本橋1丁目6番10号K.Kピル5階中村会計事務所� 

'7 03-3864-695TEL03-3864-6951 FAX 
定例総会 毎年9月の土曜日、東京都内のホテルで開催

八代高校関西同窓会
会長・宮崎 正郎(高14回)事務局長:木邑公一郎(答23回)

〒657-0015
神戸市灘区篠原伯母野山町2.2・1-408瀬戸章子(高15回)(事務局次長)方� 
TEL.FAX 0'78-861-9818 
定例総会毎年6月の土曜日、大阪市内のホテルで開催

八代高校岡山同窓会

会長今回俊明(高10回)

午703-8264
岡山市中区倉富7-7吉田高範(高18回)方TEL.FAX086-276.3979 

・八代高校同窓会福岡支部
会長佐蕨好助(高� 13回)事務局長磯部和之(高23回)

干� 811-1346
福岡市南区老司2-23-80 TEし092-565-8821

定例総会:毎年2月の土曜日、福岡市内の会場で開催


八代高校同窓会熊本市支部
会長。富田徹也(高10回)事務局長.松岡博之(高1ワ回)
干861-8043
熊本市戸島西1丁目3-15 TEL.FAX096-36'7-1129 

定例総会:隔年10月の土曜日、熊本市内の会場で開催

八代高校大分同窓会
会長・砥上正刺(高10回)事務局長松本宏次(高� 15回)

干870-0848
大分前賀来北1丁目2-40 TEし� 09'7-549-3386 

4月26日制

5月6日@

6月3日(;%)

日∞4月6

6月5日⑪

6月11日(.1)

6月25日亡。

8月5日@

8月27日亡。

日∞24月9

第� 1回広報委員会� 

第� 1固正副会長会� 

第� 2回正劃会長会� 

関西同窓会総会� 

岡山支部総会� 

会計監査� 

八代高校教育振興基金運営委員会
理事会総会議案審議(予算案を含む)� 

第� 3回正副会長会� 

同窓会総会八代ホワイトパレス

関東地区同窓会総会� 

高29回担当� 

10月7日@ 第� 4回正副会長会� 

11月23日制妙見宮大祭花馬奉納� 

11月下旬 同窓会報「道」第� 3号発行� 

12月9日@ 第� 5回正副会長会

平成24年(2012) 

2月11 福岡支部総会日∞� 
2月17日@� 第� 6回正副会長会

2月29目的 同窓会入会式平成23年度卒業生� (高64回)
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同窓会報「道」第3号をお届けします。

今回は、予算の都合で前号より4頁減の28頁でまとめま

した。今後同窓会報の核となる各地区だより、学年だより

の原稿もおかげ様で増え、充実したものになリました。

各地区、各学年の情報こそが、全国で頑張っている同窓

生の「励み」と「紳」になるものと確信します。

更なる寄稿よろしくお願いします。

広報委員長 村山 忍(高14回)

広報委員会

委員 岡村洋文(高25固)

会報誌制作の準備段階から参加していて、もう5年近くに

なります。母校の姿を調べていくたびに、各時代の同窓生の

息吹を感じています。

「同窓生のヨコのつながりがもっと豊かになるような会報

誌作りを」をモツ卜 に始ま った委員会です。この会報誌を

きっ力、けに「あいつに会いたい� J r同窓会に出席しようかな」

と思っていただけたら、うれしいてゆす。

はじめ

委員一 親房(高28固)

座談会を担当しでいますーです。はじめまして。 八代高

女時代のお話の中で、特に印象に残ったのは、終戦の年に女

学校で豚を飼っていた話です。飼育係は女学生で、毎日リヤ

力一号|いて、本町で残飯集めをしていたそうです。ところが、

夏休みが終わったら、豚がいなくなっていたとの事。豚はど

うなったんで・しょうか。

委員成尾善明�  (高49回)

八高の歴史を担当しました。今回は八代高等学校になって

以曜の修学旅行について、 『八高百年史Jから拾い出してみ

幹事さ~ん!
同窓会の呼びかけ、 メ、ソセ ジをラジオから届けます!
平成� 9年10月lこ、八代にコミュ二ティー� FM局工フ工ム
ゃっしろ� 76.5MHzが開局しました。
現在、� 13周年目を迎え地元の情報中心に発信しています。
同窓会をしたいけど、呼びかける方法がわからない� 
0 0ちゃん、元気かなワ

などのメッセージに最適です。

例� )八高� O固卒の皆さん
お待たせしました!同窓会をQ月O日O時から� 
00で行います。
今回、先生方にもお声をかけていますので
多くの皆さんのご参加待ってます!
詳しくは、幹事� 0 0 まで

無料で馬表ります!
放送局間は当局に一任
詳しくは、工フエムゃっしろ� 
T E L 0965-43-7651 
メ� jレ� 765@kappafm.com

平成22年度妙見祭フォトコンテスト入賞

妙見祭のフォトコンテストで八高のポ二ーを撮った

のが入賞しました。

タイトjレは「勇ましい美女軍団」。八高のマークが

パッチリ写っていました。

高10回卒岩本孝子

ました。最初は女子だけの参加だったことなどを初めて知る

ことができました。少しでも、皆様に「へえ ~ J と感じて頂

けたなら幸いです。

来年度の大同窓会は、高30回生が担当します。

多くの皆さんの御参加をお待ちいたしております。

!八代高校同窓会 旧三、� 
|[iIIm 
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